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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための方法
であって、
　第１のセットのパラメータに関連付けられた第１のセルを提供することと、
　第２のセットのパラメータに関連付けられた第２のセルを提供することと、
　前記アクセスノードによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）に関連付けられた少な
くとも１つのベアラのための有効化手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２の
セルにわたって前記ＵＥにサービスするための少なくとも１つのセル構成を、前記ＵＥに
対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを決定するために使用
する、または前記アクセスノードによってサービスされる前記ＵＥに関連付けられた前記
少なくとも１つのベアラのための修正手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２
のセルにわたって前記ＵＥにサービスするための前記少なくとも１つのセル構成を、前記
ＵＥに対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを修正するため
に使用することと、ここにおいて、前記少なくとも１つのセル構成は、前記第１のセット
のパラメータと前記第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記少なくとも１つのベアラのサービス割振りを選択することと、前記サービス割振り
は、前記少なくとも１つのセル構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルおよ
び前記第２のセルのうちの少なくとも１つにわたる１つまたは複数のサービスデータフロ
ーを備える、
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　前記選択されたサービス割振りに少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにデータトラフ
ィックをサービスすることと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＵＥにデータトラフィックをサービスすることが、
　前記第１のセルにわたって前記１つまたは複数のサービスデータフローの第１のサブセ
ットをサービスすること、あるいは、
　前記第２のセルにわたって前記１つまたは複数のサービスデータフローの第２のサブセ
ットをサービスすること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービス割振りが、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順に少なくとも部分
的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付け
られた情報を受信することをさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセス
ノードと通信する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を第２のネットワークノードから
受信すること
　をさらに備え、前記第２のネットワークノードは、前記アクセスノードおよび前記第１
のネットワークノードと通信する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ベアラセットアップ要求メッセージの一部として、前記第１のネットワークノードから
前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信すること
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥの前記少なくとも１つのベアラに、
　前記１つまたは複数のサービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに
　提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥにサービスすることが、
　前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定することと、
　前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定することと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決
定することが、
　前記第１のセルおよび前記第２のセルの各々との接続を確立するよう前記ＵＥに命令す
ること、あるいは、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルへのアクセスが利用可能であるかどうかをＵＥに
決定するよう前記ＵＥに命令すること
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　のうちの１つまたは複数を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサー
ビスされるべきトラフィック量の最大量
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサー
ビスされるべき最大ビットレート
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサー
ビスされるべき最小ビットレート
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサー
ビスされるべきアプリケーションタイプ
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサー
ビスされるべき１つまたは複数のベアラをさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは複
数のベアラは、少なくとも前記少なくとも１つのベアラを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービ
スされるべきトラフィック量のサービス品質（ＱｏＳ）要件
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記サービス割振りは、
　前記１つまたは複数のサービスデータフローと組み合わせて、および、前記選択するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられ
た１つまたは複数の優先度付けルール
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ修正手順に少なくとも部分的
に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けら
れた情報を受信すること
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項１に記載の方法。
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【請求項１８】
　ベアラ修正要求メッセージの一部として、前記第１のネットワークノードから前記少な
くとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信すること
　をさらに備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順に少なくとも部分的に基
づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた
情報を受信すること
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項１に記載の方法。
【請求項２０】
　ベアラセットアップ要求メッセージの一部として、前記第１のネットワークノードから
前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信すること
　をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ修正手順に少なくとも部分的に基づ
いて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情
報を受信すること
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項１に記載の方法。
【請求項２２】
　ベアラ修正要求メッセージの一部として、前記第１のネットワークノードから前記少な
くとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信すること
　をさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のセル構成手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信すること
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項１に記載の方法。
【請求項２４】
　サービス要求手順を通して前記セル構成手順を確立することと、
　初期コンテキストセットアップ要求メッセージの一部として、前記第１のネットワーク
ノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信することと
　をさらに備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信すること
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第１のセルは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して提供され、前記第２の
セルは、前記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを介して提供される、請求項１に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記第１のセルは、認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供され、前記第２のセル
は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項２８】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための装置
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であって、
　第１のセットのパラメータに関連付けられた第１のセルを提供するための手段と、
　第２のセットのパラメータに関連付けられた第２のセルを提供するための手段と、
　前記アクセスノードによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）に関連付けられた少な
くとも１つのベアラのための有効化手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２の
セルにわたって前記ＵＥにサービスするための少なくとも１つのセル構成を、前記ＵＥに
対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを決定するために使用
する、または前記アクセスノードによってサービスされる前記ＵＥに関連付けられた前記
少なくとも１つのベアラのための修正手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２
のセルにわたって前記ＵＥにサービスするための前記少なくとも１つのセル構成を、前記
ＵＥに対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを修正するため
に使用するための手段と、ここにおいて、前記少なくとも１つのセル構成は、前記第１の
セットのパラメータと前記第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記少なくとも１つのベアラのサービス割振りを選択するための手段と、前記サービス
割振りは、前記少なくとも１つのセル構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセ
ルおよび前記第２のセルのうちの少なくとも１つにわたる１つまたは複数のサービスデー
タフローを備える、
　前記選択されたサービス割振りに少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにデータトラフ
ィックをサービスするための手段と
　を備える装置。
【請求項２９】
　前記ＵＥにデータトラフィックをサービスするための前記手段が、前記第１のセルにわ
たって前記１つまたは複数のサービスデータフローの第１のサブセットをサービスする、
あるいは、前記第２のセルにわたって前記１つまたは複数のサービスデータフローの第２
のサブセットをサービスする、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記サービス割振りが、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、ここにおいて、前記１つまたは複数のベアラは、少なくとも前記少なくとも１つ
のベアラを備える、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化またはデフォルトベア
ラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくと
も１つのセル構成に関連付けられた情報を受信するための手段をさらに備え、前記第１の
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ネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求項２８に記載の装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を第２のネットワークノードから
受信するための手段
　をさらに備え、前記第２のネットワークノードは、前記アクセスノードおよび前記第１
のネットワークノードと通信する、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥの前記少なくとも１つのベアラに、
　前記１つまたは複数のサービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに
　提供される、請求項２８に記載の装置。
【請求項３４】
　前記ＵＥにサービスするための前記手段は、
　前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定し、前記第２のセル
にわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定する、請求項２８に記載の装置。
【請求項３５】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化またはデフォルトベア
ラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくと
も１つのセル構成に関連付けられた情報を受信するための手段
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項２８に記載の装置。
【請求項３６】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化または専用ベアラ修正手順に
少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル
構成に関連付けられた情報を受信するための手段
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項２８に記載の装置。
【請求項３７】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のセル構成手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信するための手段
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項２８に記載の装置。
【請求項３８】
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信するための手段
　をさらに備え、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと通信する、請求
項２８に記載の装置。
【請求項３９】
　前記第１のセルは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して提供され、前記第２の
セルは、前記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを介して提供される、請求項２８に記
載の装置。
【請求項４０】
　前記第１のセルは、認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供され、前記第２のセル
は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供される、請求項２８に記載の装置。
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【請求項４１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための装置
であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記装置に、
　第１のセットのパラメータに関連付けられた第１のセルを提供させ、
　第２のセットのパラメータに関連付けられた第２のセルを提供させ、
　前記アクセスノードによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）に関連付けられた少な
くとも１つのベアラのための有効化手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２の
セルにわたって前記ＵＥにサービスするための少なくとも１つのセル構成を、前記ＵＥに
対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを決定するために使用
させ、または前記アクセスノードによってサービスされる前記ＵＥに関連付けられた前記
少なくとも１つのベアラのための修正手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２
のセルにわたって前記ＵＥにサービスするための前記少なくとも１つのセル構成を、前記
ＵＥに対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを修正するため
に使用させ、ここにおいて、前記少なくとも１つのセル構成は、前記第１のセットのパラ
メータと前記第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記少なくとも１つのベアラのサービス割振りを選択させ、前記サービス割振りは、前
記少なくとも１つのセル構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルおよび前記
第２のセルのうちの少なくとも１つにわたる１つまたは複数のサービスデータフローを備
える、
　前記選択されたサービス割振りに少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにデータトラフ
ィックをサービスさせる
　ように前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項４２】
　前記命令が、前記装置に、前記第１のセルにわたって１つまたは複数のサービスデータ
フローの第１のセットをサービスさせる、または、前記第２のセルにわたって１つまたは
複数のサービスデータフローの第２のセットをサービスさせるように前記プロセッサによ
ってさらに実行可能である、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記サービス割振りが、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、ここにおいて、前記１つまたは複数のベアラは、少なくとも前記少なくとも１つ
のベアラを備える、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
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　のうちの１つまたは複数をさらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項４４】
　前記命令が、前記装置に、前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有
効化またはデフォルトベアラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワー
クノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信させるように前
記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノードは前記アク
セスノードと通信する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４５】
　前記命令が、前記装置に、前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を第２
のネットワークノードから受信させるように前記プロセッサによってさらに実行可能であ
り、前記第２のネットワークノードは、前記アクセスノードおよび前記第１のネットワー
クノードと通信する、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つのセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥの前記少なくとも１つのベアラに、
　前記１つまたは複数のサービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに
　提供される、請求項４１に記載の装置。
【請求項４７】
　前記命令が、前記装置に、前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうか
を決定させ、前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定させるよ
うに前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項４１に記載の装置。
【請求項４８】
　前記命令が、前記装置に、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化またはデフォルトベア
ラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくと
も１つのセル構成に関連付けられた情報を受信させる
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項４１に記載の装置。
【請求項４９】
　前記命令が、前記装置に、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化または専用ベアラ修正手順に
少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル
構成に関連付けられた情報を受信させる
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項４１に記載の装置。
【請求項５０】
　前記命令が、前記装置に、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のセル構成手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信させる
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項４１に記載の装置。
【請求項５１】
　前記命令が、前記装置に、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
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信させる
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項４１に記載の装置。
【請求項５２】
　前記第１のセルは、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して提供され、前記第２の
セルは、前記第１のＲＡＴとは異なる第２のＲＡＴを介して提供される、請求項４１に記
載の装置。
【請求項５３】
　前記第１のセルは、認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供され、前記第２のセル
は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して提供される、請求項４１に記載の装置。
【請求項５４】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のためのコン
ピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードが、
　第１のセットのパラメータに関連付けられた第１のセルを提供し、
　第２のセットのパラメータに関連付けられた第２のセルを提供し、
　前記アクセスノードによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）に関連付けられた少な
くとも１つのベアラのための有効化手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２の
セルにわたって前記ＵＥにサービスするための少なくとも１つのセル構成を、前記ＵＥに
対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを決定するために使用
する、または前記アクセスノードによってサービスされる前記ＵＥに関連付けられた前記
少なくとも１つのベアラのための修正手順の一部として、前記第１のセルおよび前記第２
のセルにわたって前記ＵＥにサービスするための前記少なくとも１つのセル構成を、前記
ＵＥに対して前記少なくとも１つのベアラがどのようにサービスされるかを修正するため
に使用し、ここにおいて、前記少なくとも１つのセル構成は、前記第１のセットのパラメ
ータと前記第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記少なくとも１つのベアラのサービス割振りを選択し、前記サービス割振りは、前記
少なくとも１つのセル構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルおよび前記第
２のセルのうちの少なくとも１つにわたる１つまたは複数のサービスデータフローを備え
る、
　前記選択されたサービス割振りに少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにデータトラフ
ィックをサービスする
　ようにプロセッサによって実行可能である、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　前記コードが、前記第１のセルにわたって前記１つまたは複数のサービスデータフロー
の第１のサブセットをサービスする、あるいは、前記第２のセルにわたって前記１つまた
は複数のサービスデータフローの第２のサブセットをサービスするように前記プロセッサ
によってさらに実行可能である、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　前記サービス割振りが、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
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ベアラ、ここにおいて、前記１つまたは複数のベアラは、少なくとも前記少なくとも１つ
のベアラを備える、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
【請求項５７】
　前記コードが、前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化または
デフォルトベアラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードか
ら前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受信するように前記プロセッサ
によってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノードは前記アクセスノードと
通信する、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５８】
　前記コードが、前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を第２のネットワ
ークノードから受信するように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第２
のネットワークノードは、前記アクセスノードおよび前記第１のネットワークノードと通
信する、請求項５７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５９】
　前記少なくとも１つのセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥの前記少なくとも１つのベアラに、
　前記１つまたは複数のサービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに
　提供される、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　前記コードが、前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定し、
前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定するように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能である、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６１】
　前記コードが、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化またはデフォルトベア
ラ修正手順に少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくと
も１つのセル構成に関連付けられた情報を受信する
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記コードが、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化または専用修正手順に少なく
とも部分的に基づいて、第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に
関連付けられた情報を受信する
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６３】
　　前記コードが、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のセル構成手順に少なくとも部分的に基づいて、
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第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信する
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６４】
　前記コードが、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順に少なくとも部分的に基づいて、
第１のネットワークノードから前記少なくとも１つのセル構成に関連付けられた情報を受
信する
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記第１のネットワークノード
は前記アクセスノードと通信する、請求項５４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１４年９月２２日に出
願された「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅｄ　ｏｎ　Ｃｅｌｌ　Ｃｈａｒａｃｔ
ｅｒｉｓｔｉｃｓ」と題する、Ｇｒｉｏｔらによる米国特許出願第１４／４９２，９６１
号、および２０１３年１１月２２日に出願された「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｐｒ
ｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓ
ｅｄ　ｏｎ　Ｃｅｌｌ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ」と題する、Ｇｒｉｏｔらによ
る米国仮特許出願第６１／９０７，８９１号の優先権を主張する。

　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信ネ
ットワークにおいて複数のセルにわたってトラフィックをサービスするためのプロビジョ
ニング構成情報（provisioning configuration information）を決定するための技法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークはいくつかのアクセスポイントを含み得る。ワイヤ
レスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）のアクセスポイントは、ノードＢ（ＮＢ）ま
たは発展型ノードＢ（ｅＮＢ）などのいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）のアクセスポイントは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ノード
などのいくつかのＷＬＡＮアクセスポイントを含み得る。各アクセスポイントは、いくつ
かのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポートし得、しばしば、同時に複数のＵＥと通
信し得る。同様に、各ＵＥは、いくつかのアクセスポイントと通信し得、時々、複数のア
クセスポイントおよび／または異なるアクセス技術を採用するアクセスポイントと通信し
得る。アクセスポイントは、ダウンリンクおよびアップリンクを介してＵＥと通信し得る
。ダウンリンク（または順方向リンク）はアクセスポイントからＵＥへの通信リンクを指
し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥからアクセスポイントへの通信リンクを
指す。
【０００４】
　[0005]ＷＷＡＮがより頻繁に利用されるようになるにつれて、事業者は、容量を増加さ
せる方法を求めている。１つの手法は、ＷＷＡＮのトラフィックおよび／またはシグナリ
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ングの一部をオフロード（offload）するためのＷＬＡＮの使用を含み得る。認可無線周
波数スペクトル帯域中で動作するＷＷＡＮとは異なり、Ｗｉ－Ｆｉネットワークは無認可
無線周波数スペクトル帯域中で動作し、したがって、スペクトルへの公平なアクセスを提
供するための確立されたルールに従う様々なエンティティによって使用可能であり得るの
で、（Ｗｉ－Ｆｉネットワークなどの）ＷＬＡＮは魅力的な特徴を提供し得る。いくつか
の展開では、様々な事業者は、ＵＥへの接続を確立する際に使用するために無認可無線周
波数スペクトル帯域にアクセスすることを望み得る。場合によっては、ワイヤレス接続は
認可無線周波数スペクトル帯域を使用して確立され得、第２のワイヤレス接続は無認可無
線周波数スペクトル帯域を使用して確立され得る。認可無線周波数スペクトル帯域を使用
するワイヤレス接続は第１のセルまたは１次セルを使用して確立され得、無認可無線周波
数スペクトル帯域を使用する第２のワイヤレス接続は第２のセルまたは２次セルを使用し
て確立され得る。第１のセルおよび第２のセルはコロケートされる（collocated）ことも
あり、コロケートされないこともある。いくつかの事業者は、異なるセルにわたってトラ
フィックをサービスするための異なる構成を提供することを望み得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0006]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の改善されたシス
テム、方法、および／またはデバイスに関し、より詳細には、ユーザ機器（ＵＥ）が複数
のセルのうちの１つまたは複数にわたってサービスされ得るワイヤレス通信ネットワーク
におけるＵＥのためのワイヤレスサービスを構成することに関する。ＵＥのためのワイヤ
レスサービスは、たとえば、セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、セルが認可無線
周波数スペクトル帯域を使用して動作するか、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用し
て動作するか、もしくは権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域を使用して動作す
るか、セルに関連付けられた無線アクセス技術、および／またはセルの動作周波数帯域な
ど、複数のセルの各々に関連付けられたパラメータに基づいて構成され得る。各セルにつ
いてのパラメータに基づいて、ＵＥにサービスするための１つまたは複数のセル構成が決
定され得る。セル構成は、たとえば、ある一定のパラメータを有する１次セルおよび１つ
または複数の異なるパラメータを有する２次セルなどの異なるセル上でどのくらいのトラ
フィックおよび／またはどのタイプのトラフィックがサービスされるかを制御するルール
のセットを識別し得る。
【０００６】
　[0007]第１のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユー
ザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービスを構成するための方法は、第１のセルに関連
付けられた第１のセットのパラメータを識別することと、第２のセルに関連付けられた第
２のセットのパラメータを識別することと、第１のセットのパラメータおよび第２のセッ
トのパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、ＵＥにサービスするための第１のセ
ルおよび第２のセルのうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提供すること
とを含み得る。
【０００７】
　[0008]いくつかの例では、第１のセットのパラメータおよび第２のセットのパラメータ
の各々は、以下のセル特性、すなわち、セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、セル
に関連付けられた認可無線周波数スペクトル帯域もしくは無認可無線周波数スペクトル帯
域、セルに関連付けられた無線アクセス技術、またはセルの動作周波数帯域のうちの１つ
または複数を含み得る。いくつかの例では、１つまたは複数のセル構成は、第１のセルお
よび第２のセルのうちのどちらがＵＥにサービスすることを許可されるかを識別し得る。
１つまたは複数のセル構成は、たとえば、第１のセルにわたってサービスされるべきトラ
フィック量の割合および第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合
、第１のセルまたは第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の最大量、
第１のセルまたは第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート、第１のセ
ルまたは第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート、第１のセルまたは
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第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーションタイプ、第１のセルまたは第
２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数のベアラ、第１のセルまたは第２
のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数のサービスデータフロー、第１のセ
ルまたは第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けルール、第１のセルま
たは第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサービス品質（ＱｏＳ）要
件、あるいは第１のセルまたは第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの
量のうちの１つまたは複数を識別し得る。
【０００８】
　[0009]いくつかの例では、第１のセットのパラメータおよび第２のセットのパラメータ
は、ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ：policy and charging rules function）
、またはＵＥに関連付けられたサブスクリプション情報に少なくとも部分的に基づいて識
別され得る。いくつかの例では、１つまたは複数のセル構成を提供することは、１つまた
は複数のセル構成をアクセスノードに送信することを含み得る。そのような送信すること
は、たとえば、アクセスノードとＵＥとの間の接続確立手順、アクセスノードとＵＥとの
間のデフォルトベアラ有効化手順、アクセスノードとＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順
、またはアクセスノードとＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキス
ト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に行われ得る。１つまたは複数のセル構成は、
いくつかの例では、制御プレーンシグナリングを介してアクセスノードに提供され得る。
１つまたは複数のセル構成は、いくつかの例では、ＵＥに、ＵＥのベアラに、サービスデ
ータフロー（ＳＤＦ）に、ＵＥのクラスに、あるいは第１のセルまたは第２のセルのうち
の１つまたは複数を使用してサービスされるべきすべてのＵＥに提供され得る。
【０００９】
　[0010]第２のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるアク
セスノードでのワイヤレス通信のための方法は、アクセスノードの第１のセルと第２のセ
ルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサービスするための１つまたは複数のセル構成を決
定することと、ここにおいて、１つまたは複数のセル構成は、第１のセルに関連付けられ
た第１のセットのパラメータと第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータと
に少なくとも部分的に基づく、決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも部分的
に基づいてＵＥにサービスすることとを含み得る。
【００１０】
　[0011]いくつかの例では、ＵＥにサービスすることは、第１のセルにわたってトラフィ
ックストリームの第１の部分をサービスすることと、第２のセルにわたってトラフィック
ストリームの第２の部分をサービスすることとを含み得る。いくつかの例では、ＵＥにサ
ービスすることは、第１のセルにわたってＵＥにサービスするかどうかを決定することと
、第２のセルにわたってＵＥにサービスするかどうかを決定することとを含み得る。その
ような決定することは、たとえば、第１のセルおよび第２のセルの各々との接続を確立す
るようＵＥに命令すること、あるいは第１のセルまたは第２のセルへのアクセスが利用可
能であるかどうかを決定するようＵＥに命令することのうちの１つまたは複数を含み得る
。１つまたは複数のセル構成は、たとえば、第１のセルにわたってサービスされるべきト
ラフィック量の割合および第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割
合、第１のセルまたは第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の最大量
、第１のセルまたは第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート、第１の
セルまたは第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート、第１のセルまた
は第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーションタイプ、第１のセルまたは
第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数のベアラ、第１のセルまたは第
２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数のサービスデータフロー、第１の
セルまたは第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けルール、第１のセル
または第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサービス品質（ＱｏＳ）
要件、あるいは第１のセルまたは第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソース
の量のうちの１つまたは複数を含み得る。
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【００１１】
　[0012]いくつかの例では、方法は、アクセスノードとＵＥとの間の接続確立手順、アク
セスノードとＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、アクセスノードとＵＥとの間の
専用ベアラ有効化手順、またはアクセスノードとＵＥとの間のパケットデータプロトコル
（ＰＤＰ）コンテキスト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に第１のネットワークノ
ードから受信され得る、１つまたは複数のセル構成を受信することも含み得る。いくつか
の例では、１つまたは複数のセル構成は、第２のネットワークノードから受信され得る。
いくつかの例によれば、１つまたは複数のセル構成は、ＵＥに、ＵＥのベアラに、サービ
スデータフロー（ＳＤＦ）に、ＵＥのクラスに、あるいは第１のセルまたは第２のセルの
うちの１つまたは複数を使用してサービスされるべきすべてのＵＥに提供され得る。
【００１２】
　[0013]第３のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユー
ザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービスを構成するための装置は、第１のセルに関連
付けられた第１のセットのパラメータを識別するための手段と、第２のセルに関連付けら
れた第２のセットのパラメータを決定するための手段と、第１のセットのパラメータおよ
び第２のセットのパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、ＵＥにサービスするた
めの第１のセルおよび第２のセルのうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を
提供するための手段とを含み得る。
【００１３】
　[0014]いくつかの例では、装置は、上記で説明した第１のセットの例示的な例の１つま
たは複数の態様を実装するための手段を含み得る。
【００１４】
　[0015]第４のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるアク
セスノードでのワイヤレス通信のための装置は、アクセスノードの第１のセルと第２のセ
ルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサービスするための１つまたは複数のセル構成を決
定するための手段と、ここにおいて、１つまたは複数のセル構成は、第１のセルに関連付
けられた第１のセットのパラメータと第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメ
ータとに少なくとも部分的に基づく、決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも
部分的に基づいてＵＥにサービスするための手段とを含み得る。
【００１５】
　[0016]いくつかの例では、装置は、上記で説明した第２のセットの例示的な例の１つま
たは複数の態様を実装するための手段を含み得る。
【００１６】
　[0017]第５のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユー
ザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービスを構成するための装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は、装
置に、第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別させ、第２のセルに
関連付けられた第２のセットのパラメータを識別させ、第１のセットのパラメータおよび
第２のセットのパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、ＵＥにサービスするため
の第１のセルおよび第２のセルのうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提
供させるようにプロセッサによって実行可能である。
【００１７】
　[0018]いくつかの例では、プロセッサは、上記で説明した第１のセットの例示的な例の
１つまたは複数の態様を実装するための、メモリ上に記憶された命令を実行するように構
成され得る。
【００１８】
　[0019]第６のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるアク
セスノードでのワイヤレス通信のための装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、命令は、装置に、アクセスノード
の第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサービスするための１つま
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たは複数のセル構成を決定させ、ここにおいて、１つまたは複数のセル構成は、第１のセ
ルに関連付けられた第１のセットのパラメータと第２のセルに関連付けられた第２のセッ
トのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、決定された１つまたは複数のセル構成に
少なくとも部分的に基づいてＵＥにサービスさせるようにプロセッサによって実行可能で
ある。
【００１９】
　[0020]いくつかの例では、プロセッサは、上記で説明した第２のセットの例示的な例の
１つまたは複数の態様を実装するための、メモリ上に記憶された命令を実行するように構
成され得る。
【００２０】
　[0021]第７のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユー
ザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービスを構成するためのコンピュータプログラム製
品は、コンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得、
コードは、第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別し、第２のセル
に関連付けられた第２のセットのパラメータを識別し、第１のセットのパラメータおよび
第２のセットのパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて、ＵＥにサービスするため
の第１のセルおよび第２のセルのうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提
供するようにプロセッサによって実行可能である。
【００２１】
　[0022]いくつかの例では、コードは、上記で説明した第１のセットの例示的な例の１つ
または複数の態様を実装するように構成され得る。
【００２２】
　[0023]第８のセットの例示的な例によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるアク
セスノードでのワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品は、コンピュータ実
行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得、コードは、アクセスノ
ードの第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサービスするための１
つまたは複数のセル構成を決定し、ここにおいて、１つまたは複数のセル構成は、第１の
セルに関連付けられた第１のセットのパラメータと第２のセルに関連付けられた第２のセ
ットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、決定された１つまたは複数のセル構成
に少なくとも部分的に基づいてＵＥにサービスするようにプロセッサによって実行可能で
ある。
【００２３】
　[0024]いくつかの例では、コードは、ワイヤレス通信装置に、上記で説明した第２のセ
ットの例示的な例の１つまたは複数の態様を実装させるように構成され得る。
【００２４】
　[0025]説明する方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施する
ための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための形
態の趣旨および範囲内の様々な変更および修正が当業者に明らかになるので、発明を実施
するための形態および特定の例は例示として与えられるものにすぎない。
【００２５】
　[0026]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が得
られ得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。本明細書
において第１の参照ラベルのみが使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちの任意の１つに適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】[0027]本開示の態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示すブロ
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ック図。
【図２】[0028]本開示の様々な態様による、１つまたは複数のセルにわたって１つまたは
複数のＵＥにサービスするためのセル構成を決定し得る競合ベース無線周波数スペクトル
帯域／ＷＬＡＮネットワークアーキテクチャにおけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥを示す
図。
【図３】[0029]本開示の態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥを
使用するための展開シナリオの例を概念的に示すブロック図。
【図４】[0030]本開示の様々な態様による、１つまたは複数のＵＥに対するセル構成およ
びトラフィックのサービスの方法の一例を概念的に示すフローチャート。
【図５】[0031]本開示の態様による、デフォルトＥＰＳベアラ有効化の間のセル構成のた
めの例示的な動作を示す流れ図。
【図６】[0032]本開示の態様による、専用ＥＰＳベアラ有効化の間のセル構成のための例
示的な動作を示す別の流れ図。
【図７】[0033]本開示の態様による、ＥＰＳベアラ修正の間のセル構成のための例示的な
動作を示す別の流れ図。
【図８】[0034]本開示の態様による、ＭＭＥでのセル構成のための例示的な動作を示す流
れ図。
【図９Ａ】[0035]本開示の態様による、セル構成決定において使用するための、ｅＮＢま
たはコアネットワーク要素などのデバイスを概念的に示すブロック図。
【図９Ｂ】本開示の態様による、セル構成決定において使用するための、ｅＮＢまたはコ
アネットワーク要素などのデバイスを概念的に示すブロック図。
【図１０】[0036]本開示の態様による、基地局の設計を概念的に示すブロック図。
【図１１】[0037]本開示の態様による、コアネットワークにおけるノードの設計を概念的
に示すブロック図。
【図１２】[0038]本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法の一例を概念的に示すフロ
ーチャート。
【図１３】[0039]本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法の一例を概念的に示すフロ
ーチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　[0040]ユーザ機器（ＵＥ）との通信において異なるセルが使用され得る技法について説
明する。たとえば、認可、無認可および権限付与された共有アクセス（ＡＳＡ：authoriz
ed shared access）無線周波数スペクトル帯域は、ＵＥとのＷＷＡＮ通信（たとえば、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））通信）に使用され得る。無認可無線
周波数スペクトル帯域にわたるＬＴＥ通信は、本明細書では無認可無線周波数スペクトル
帯域における拡張ＬＴＥ通信と呼ばれることがある。認可無線周波数スペクトル帯域にわ
たるＬＴＥ通信は、本明細書ではＬＴＥ通信と呼ばれることがある。権限付与された共有
アクセス（ＡＳＡ）無線周波数スペクトル帯域にわたるＬＴＥ通信は、本明細書ではＬＴ
Ｅ権限付与された共有アクセス（ＬＴＥ－ＡＳＡ）通信と呼ばれることがある。
【００２８】
　[0041]ＷＷＡＮにおけるデータトラフィックの増加に伴い、少なくとも一部のデータト
ラフィックを無認可無線周波数スペクトル帯域にオフロードすることにより、拡張された
データ伝送容量の機会がＷＷＡＮ事業者に提供され得る。本開示の様々な態様によれば、
事業者によってネットワークアクセスを提供されるＵＥは、認可、無認可または権限付与
された共有無線周波数スペクトル帯域を使用して動作し得る１つまたは複数のセルによっ
てサービスされ得る。異なるセルまたは異なるＲＡＴによってサービスされるトラフィッ
クは、事業者によって別様に課金され得る。たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域
にわたってサービスされるトラフィックは、認可無線周波数スペクトル帯域にわたってサ
ービスされるトラフィックよりも低い料率で課金され得る。別の例では、権限付与された
共有アクセス無線周波数スペクトル帯域にわたってサービスされるトラフィックは、認可
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無線周波数スペクトル帯域にわたってサービスされるトラフィックよりも低い料率で課金
され得る。開示した態様によれば、１つまたは複数のＵＥにサービスするための異なるセ
ルの構成は、異なるセルまたはＲＡＴに関連付けられたパラメータと、１つまたは複数の
ＵＥにサービスするためのルールのセットとに従って決定され得る。たとえば、１つまた
は複数のネットワークノードは、１つまたは複数の異なるパラメータを有する第２（たと
えば、２次セル）と比較すると、１つまたは複数のパラメータを有する第１（たとえば、
１次セル）を使用して、どのくらいのトラフィックがサービスされるかを制御し得るルー
ルのセットを決定し得る。別の例では、１つまたは複数のアクセスノードは、異なる特性
を有する第２（たとえば、２次セル）と比較すると、ある一定の特性を有する第１（たと
えば、１次セル）を使用して、どのくらいのトラフィックがサービスされるかを制御する
ルールのセットで構成され得る。
【００２９】
　[0042]たとえば、ルールのセットは、１次セルと２次セルの両方がＵＥにサービスする
のに利用可能であるとき、どのくらいのトラフィックが認可無線周波数スペクトル帯域上
の第１のセル（たとえば、１次セル）および／または無認可もしくは権限付与された共有
無線周波数スペクトル帯域にわたる第２のセル（たとえば、２次セル）にわたってサービ
スされるかを決定するために使用され得る。追加または代替として、ルールのセットは、
どのくらいのトラフィックが第１のＲＡＴを使用する第１のセル（たとえば、１次セル）
および／または第２のＲＡＴを使用する第２のセル（たとえば、２次セル）にわたってサ
ービスされるかを決定するために使用され得る。利用可能な無線周波数スペクトル帯域と
利用可能なＲＡＴとに基づいて、異なるセルパラメータを有し得る第１のセルと第２のセ
ルとを使用して、ＵＥとの１つまたは複数のワイヤレス接続が確立され得る。たとえば、
第１のセルは認可無線周波数スペクトル帯域を使用して動作し得、第２のセルは無認可ま
たは権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域を使用して動作し得る。別の例では、
第１のセルはＷＷＡＮ（たとえば、ＬＴＥ）　ＲＡＴを使用して動作し得、第２のセルは
ＷＬＡＮ（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ）　ＲＡＴを使用して動作し得る。第１のセルおよび第
２のセルのセルパラメータは、限定はしないが、多数の、１次／２次セルもしくはセルの
１次／２次セット、異なるセルが動作する周波数帯域、認可／無認可無線周波数スペクト
ル帯域を使用して動作するセル、認可／権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域を
使用して動作するセル、またはセルによって使用されるＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎ、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ、ＷＬＡＮ、ＧＥＲＡＮ、ＵＴ
ＲＡＮなど）のうちの１つまたは組合せであり得る。１つまたは複数の異なるセルは、ｅ
ノードＢなどの同じアクセスノードに関連付けられるか、またはｅノードＢおよびアクセ
スポイント（ＡＰ）などの異なるアクセスノードに関連付けられ得る。
【００３０】
　[0043]セルパラメータに基づいて、１つまたは複数のセルが１つまたは複数のＵＥにサ
ービスするためのセル構成は、アップリンク送信とダウンリンク送信で別個であってもよ
く、たとえば、いくつかの例を挙げれば、第１のセルパラメータを有する第１のセルおよ
び第２のセルパラメータを有する第２のセルによってサービスされるデータの割合、１つ
または複数のセルパラメータ（データを含まない）に少なくとも部分的に基づいてセルに
わたって送信されるべきデータの最大量、特定のセルにわたってサービスされ得る最大ビ
ットレートもしくは最小ビットレート、セルにわたってサービスされるアプリケーション
もしくはアプリケーションタイプ、セルにわたってサービスされるベアラもしくはベアラ
タイプ、セルにわたってサービスされるサービスデータフロー（ＳＤＦ）、識別されたセ
ルパラメータを有するセルにわたる送信のための優先度付けルール（たとえば、ある一定
のレートまでは第１のセルにわたって送信し、残りのトラフィック（もしあれば）を第２
のセルにわたって送信する）、（たとえば、ＱｏＳ要件に基づいた）セルによってサービ
スされるデータのタイプ、または各セル上で利用可能なエアインターフェースリソースの
量のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００３１】
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　[0044]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「
システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭ
Ａシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの
無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格と
、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＩＳ－２０００　Ｒｅｌｅａｓｅ　０およびＡは、
通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）
は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと
呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変
形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録
商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆ
ｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニ
バーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ
（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２００
０およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称す
る組織からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび
無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。しかしながら、以下の
説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用
語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【００３２】
　[0045]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例
は、適宜に様々なプロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえ
ば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加
、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の
例において組み合わせられ得る。
【００３３】
　[0046]本明細書および添付の特許請求の範囲において使用する「ワイヤレスワイドエリ
アネットワーク」または「ＷＷＡＮ」という用語は、セルラーワイヤレスネットワークを
指す。ＷＷＡＮの例としては、たとえば、ＬＴＥネットワーク、ＵＭＴＳネットワーク、
ＣＤＭＡ２０００ネットワーク、ＧＳＭ／ＥＤＧＥネットワーク、１ｘ／ＥＶ－ＤＯネッ
トワークなどがある。いくつかの例では、ＷＷＡＮは「無線アクセスネットワーク」と呼
ばれることがある。
【００３４】
　[0047]本明細書および添付の特許請求の範囲において使用する「ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク」または「ＷＬＡＮ」という用語は、非セルラーワイヤレスネットワー
クを指す。ＷＬＡＮの例としては、たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセ
スするための確立されたルールに従って５ＧＨｚ帯域中の無認可無線周波数スペクトル帯
域を使用して送信し得るＩＥＥＥ８０２．１１（「Ｗｉ－Ｆｉ」）規格ファミリーに準拠
するワイヤレスネットワークがある。
【００３５】
　[0048]図１は、本開示の態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を概念的に
示すブロック図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイント（た
とえば、基地局、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いくつかのユー
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ザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。アクセスポイント１０５は
、本明細書で使用する場合、アクセスノードと呼ばれることもある。アクセスポイント１
０５のうちのいくつかは、様々な例ではコアネットワーク１３０またはいくつかのアクセ
スポイント１０５（たとえば、基地局またはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コントロ
ーラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。アクセスポイント１０５は、バッ
クホールリンク（backhaul links）１３２を通じてコアネットワーク１３０（発展型パケ
ットコア（ＥＰＣ）とも呼ばれる）と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る
。例では、アクセスポイント１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得
るバックホールリンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いと通信し
得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上
での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調
信号を送信し得る。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に
従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で
送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、
データなどを搬送し得る。
【００３６】
　[0049]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てＵＥ１１５とワイヤレス通信し得る。アクセスポイント１０５サイトの各々は、通信カ
バレージをそれぞれのカバレージエリア１１０に与え得る。いくつかの例では、アクセス
ポイント１０５は、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、基本サービス
セット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノー
ドＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局
のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ（
図示せず）に分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセス
ポイント１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局
）を含み得る。アクセスポイント１０５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ無線ア
クセス技術など、異なる無線技術を利用し得る。アクセスポイント１０５は、同じまたは
異なるアクセスネットワークまたは事業者展開に関連付けられ得る。同じもしくは異なる
タイプのアクセスポイント１０５のカバレージエリアを含み、同じもしくは異なる無線技
術を利用し、および／または、同じもしくは異なるアクセスネットワークに属する、異な
るアクセスポイント１０５のカバレージエリアは重複することがある。
【００３７】
　[0050]例では、ワイヤレス通信システム１００は、競合ベース無線周波数スペクトル帯
域の動作モードまたは展開シナリオにおいて１つまたは複数のＬＴＥをサポートするＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ通信システム（またはネットワーク）であり、アクセスポイント１０５お
よびＵＥ１１５の間で協調した競合ベースチャネルアクセス手順を採用し得る。例では、
ワイヤレス通信システム１００は、無認可または認可無線周波数スペクトル帯域およびＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術において、無認可無線周波数スペクトル帯域お
よびＬＴＥとは異なるアクセス技術を使用するワイヤレス通信をサポートし得る。ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノードＢ（ｅノードＢまたはｅＮＢ
）という用語は一般に、アクセスポイント１０５について説明するために使用され得る。
ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが様々な地理的領域
にカバレージを与える、競合ベース無線周波数スペクトル帯域ネットワークにおける異種
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥであり得る。たとえば、各アクセスポイント１０５は、通信
カバレージを、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセル
に与え得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルなどのスモール
セルは、低電力ノードまたはＬＰＮを含み得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地
理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサ
ービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概
して、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダのサ
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ービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムト
セルは、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり
、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定
加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのため
のＵＥなど）による制限付きアクセスも与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロ
ｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることが
ある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ば
れることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セ
ルをサポートし得る。
【００３８】
　[0051]コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インタ
ーフェースなど）を介してｅＮＢまたは他のアクセスポイント１０５と通信し得る。アク
セスポイント１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２イン
ターフェースなど）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して（たとえ
ば、コアネットワーク１３０を通じて）直接的または間接的に互いに通信し得る。ワイヤ
レス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合
、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的にほぼ
整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し得、異なる
ｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期
動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３９】
　[0052]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加
入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、
モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハン
ドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの
他の好適な用語で呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレ
ットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡など
のウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ
１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可
能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラーもしくは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク
、またはＷＬＡＮアクセスネットワークなどの異なるアクセスネットワーク上で通信する
ことが可能であり得る。
【００４０】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
アクセスポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはアクセスポイント
１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順
方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼
ばれることもある。ダウンリンク送信は、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｌ
ＴＥ）、無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、競合ベース無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥ）、権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴ
Ｅ－Ａ）または両方（認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／無認可無線周波数
スペクトル帯域におけるＬＴＥまたはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）を使用して行われ得る。同様
に、アップリンク送信は、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ）、無認可
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬ
ＴＥ）、権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ－Ａ）または
両方（認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／競合ベース無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥまたはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）を使用して行われ得る。
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【００４１】
　[0054]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、競合ベース無線周波数スペ
クトル帯域におけるＬＴＥのための様々な展開シナリオは、認可無線周波数スペクトル帯
域におけるＬＴＥダウンリンク容量が無認可無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ
得る補助ダウンリンクモード（supplemental downlink mode）と、ＬＴＥダウンリンク容
量とＬＴＥアップリンク容量の両方が認可無線周波数スペクトル帯域から無認可無線周波
数スペクトル帯域にオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地局（た
とえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信およびＬＴＥアップリンク通信
が無認可無線周波数スペクトル帯域で行われ得るスタンドアロンモードとを含めてサポー
トされ得る。異なるモードの各々は、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤ
Ｄ）に従って動作し得る。ＯＦＤＭＡ通信信号は、無認可無線周波数スペクトル帯域およ
び／または認可無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥダウンリンク送信のために通信リン
ク１２５中で使用され得るが、一方、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域および／または認可無線周波数スペクトル帯域中のＬＴＥアップリンク送信の
ために通信リンク１２５中で使用され得る。無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する
送信は、周波数帯域における１つまたは複数のキャリア周波数を使用して搬送され得る。
周波数帯域は、たとえば、複数のキャリア周波数に分割され得、各キャリア周波数は同じ
帯域幅または異なる帯域幅を有し得る。たとえば、各キャリア周波数は、５ＧＨｚ周波数
帯域のうちの２０ＭＨｚを占有し得る。
【００４２】
　[0055]いくつかの例では、上述のように、認可、無認可、および／または権限付与され
た共有無線周波数スペクトル帯域を使用して、ならびに／あるいは異なる無線アクセス技
術（たとえば、ＬＴＥおよびＷＬＡＮ）を使用して送信しようとする事業者は、ＵＥ１１
５との接続を確立し、トラフィックストリームの全部または一部分をＵＥ１１５にサービ
スするために使用され得るセル構成を決定し得る。いくつかの展開では、ＵＥ１１５は１
次セルおよび２次セルなどの２つの異なるセルに一度にアクセスするように構成され得、
異なるセルによってサービスされるトラフィックは異なるセルパラメータを有する。様々
な例によれば、異なるセルにわたってサービスされるトラフィックは、異なるセルに関連
付けられた異なるセルパラメータに少なくとも部分的に基づいて、アクセスポイント１０
５、および／またはコアネットワーク１３０における１つまたは複数のネットワークノー
ドによって決定され得る。異なるセルのセルパラメータは、限定はしないが、１次／２次
セルもしくはセルの１次／２次セット、異なるセルが動作する周波数帯域、認可／無認可
無線周波数スペクトル帯域を使用して動作するセル、認可／権限付与された共有無線周波
数スペクトル帯域を使用して動作するセル、またはセルによって使用されるＲＡＴ（たと
えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ、ＷＬＡＮ
、ＧＥＲＡＮ、ＵＴＲＡＮなど）のうちの１つまたは組合せであり得る。いくつかの例で
は、１つまたは複数のセル構成は、ＵＥ１１５に、ＵＥ１１５の無線ベアラに、ＵＥ１１
５へのサービスデータフロー（ＳＤＦ）に、ＵＥ１１５のクラスに基づいて、または異な
るセルを使用してサービスされるべきすべてのＵＥに提供され得る。
【００４３】
　[0056]図２は、本開示の様々な態様による、１つまたは複数のセルにわたって１つまた
は複数のＵＥにサービスするためのセル構成を決定し得る競合ベース無線周波数スペクト
ル帯域／ＷＬＡＮネットワークアーキテクチャ２００におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴ
Ｅを示す図を示す。競合ベース無線周波数スペクトル帯域／ＷＬＡＮネットワークアーキ
テクチャ２００におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥは、１つまたは複数のＵＥ２１５と
、第１のセル２１０－ａと第２のセル２１０－ｂとを含み得るｅＮＢ２０５と、発展型パ
ケットコア（ＥＰＣ）２３０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）２２０と、事業者のＩＰ
サービス２２２とを含み得る。ネットワークアーキテクチャ２００は他のアクセスネット
ワークと相互接続し得るが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは
図示していない。図示のように、ネットワーク２００はパケット交換サービスを提供する
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が、当業者が容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線
交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００４４】
　[0057]ｅＮＢ２０５は、第１のセル２１０－ａと第２のセル２１０－ｂとを含み得る。
いくつかの例では、第１のセル２１０－ａおよび第２のセル２１０－ｂの各々は、Ｘ２イ
ンターフェースによって接続されたアクセスポイントであり得る。いくつかの例では、第
１のセル２１０－ａおよび第２のセル２１０－ｂは、異なるＲＡＴに従って動作し、同じ
物理的ロケーションにコロケートされるか、または異なるロケーションに非コロケートさ
れ（non-collocated）得る。ＵＥ２１５は、第１のセル２１０－ａおよび第２のセル２１
０－ｂへのアクセス用に構成され得る。いくつかの例では、第１のセル２１０－ａおよび
第２のセル２１０－ｂはｅＮＢ２０５にコロケートされ得、第１のセル２１０－ａは認可
無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥアクセスを提供し得、第２のセル２１０－ｂは
競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥアクセスを提供し得る。他の例では
、第１のセル２１０－ａはＷＷＡＮ　ＲＡＴアクセスを提供し得、第２のセルはＷＬＡＮ
　ＲＡＴアクセスを提供し得る。さらなる例では、第１のセル２１０－ａはＬＴＥアクセ
スを提供し得、第２のセル２１０－ｂはＬＴＥ権限付与された共有アクセス（ＡＳＡ）を
提供し得る。いくつかの例において使用されるＬＴＥ　ＡＳＡは、現任のスペクトル所有
者に干渉することなしに、異なる事業者が十分に利用されていないスペクトルに共有ベー
スでアクセスすることを可能にし得る。ここでいくつかの特定の例が列挙されるが、異な
るセル２１０が動作する周波数帯域、認可／無認可／ＡＳＡ無線周波数スペクトル帯域を
使用して動作するセル２１０、またはセル２１０によって使用されるＲＡＴ（たとえば、
Ｅ－ＵＴＲＡＮ、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ、ＷＬＡＮ、ＧＥ
ＲＡＮ、ＵＴＲＡＮなど）などの他のセルパラメータが様々な例において使用され得るこ
とは容易に理解されよう。
【００４５】
　[0058]上述のように、いくつかの例では、事業者は、各セル２１０のパラメータに基づ
いておよび／またはＵＥ２１５にサービスされるべきトラフィックに基づいて、ＵＥ２１
５にサービスする異なるセル２１０を構成することを望み得る。たとえば、認可無線周波
数スペクトル帯域にわたるある一定のデータ容量（cap）が達成されると、認可無線周波
数スペクトル帯域を使用してＵＥ２１５にサービスするセル２１０（たとえば、第１のセ
ル２１０－ａ）は、ＵＥ２１５にサービスするのを中止するように構成され得るが、一方
、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用してＵＥ２１５にサービスし得る別のセル（た
とえば、第２のセル２１０－ｂ）は、ＵＥ２１５にサービスし続け得る。いくつかの例で
は、第２のセル２１０－ｂの存在はＥＰＣ２３０に対してトランスペアレントであり得、
第１のセル２１０－ａおよび第２のセル２１０－ｂによってサービスされるすべてのトラ
フィックは、たとえばＳ１－Ｕインターフェースなどの単一の接続２５５上でＥＰＣ２３
０と交換され得る。
【００４６】
　[0059]第１のセル２１０－ａは、ＵＥ２１５に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを提供し得る。第１のセル２１０－ａは、ＥＰＣ２３０へ
のアクセスポイントをＵＥ２１５に提供し得、第１のワイヤレス接続２４０をＵＥ２１５
に提供し得る。第１のセル２１０－ａは、Ｓ１－ＭＭＥインターフェース２５０によって
、ＥＰＣ２３０の１つまたは複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）２３２に接続
され得る。追加または代替として、第１のセル２１０－ａは、Ｓ１－Ｕインターフェース
２５５によって、ＥＰＣ２３０の１つまたは複数のサービングゲートウェイ２３４に接続
され得る。ＭＭＥ２３２は、Ｓ１１インターフェースであり得るインターフェース２６５
を介して、Ｓ－ＧＷ２３４と結合され得る。Ｓ－ＧＷ２３４は、Ｓ５インターフェースで
あり得るインターフェース２７０を介して、１つまたは複数のパケットデータネットワー
ク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）２３６と結合され得る。ＭＭＥ２３２は、数ある
機能の中でも、ベアラおよび接続管理を提供し得、Ｓ６ａインターフェースであり得るイ
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ンターフェース２６０を介して、ＨＳＳ２２０とのＵＥ２１５認証情報を確認し得る。Ｐ
－ＧＷ２３６は、ＩＰアドレス割振りならびに他の機能をＵＥに提供し得る。Ｐ－ＧＷ２
３６は、ＳＧｉインターフェースであり得るインターフェース２７５を介して、事業者の
ＩＰサービス２２２に接続され得る。事業者のＩＰサービス２２２は、たとえば、インタ
ーネットと、イントラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、パケッ
ト交換（ＰＳ）ストリーミングサービス（ＰＳＳ）とを含み得る。
【００４７】
　[0060]上記で示したように、いくつかの例では、事業者は、セルのパラメータに少なく
とも部分的に基づいて、ＵＥ２１５にサービスする異なるセル２１０を構成することを望
み得る。いくつかの例では、Ｐ－ＧＷ２３６におけるポリシーおよび課金施行機能（ＰＣ
ＥＦ：Policy and Charging Enforcement Function）は、ある一定のセルパラメータ（た
とえば、無認可無線周波数スペクトル帯域）を有するセル２１０が利用可能であるかどう
かに応じて、ＵＥ２１５のために確立されたベアラに対して異なるポリシーを施行するよ
うに構成され得る。たとえば、Ｐ－ＧＷ２３６は、認可無線周波数スペクトル帯域を使用
する第１のセルにわたるある一定のデータ容量に達すると、ＵＥ２１５が競合ベース無線
周波数スペクトル帯域もしくは権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域におけるＬ
ＴＥおよび／または異なるＲＡＴを使用し得るセル２１０に接続されるかどうかに少なく
とも部分的に基づいて、ベアラを無効化するか、または第１のセルにわたってサービスさ
れるすべての後続のダウンリンク／アップリンクトラフィックをブロックするかを決定し
得る。
【００４８】
　[0061]ＵＥ２１５が競合ベース無線周波数スペクトル帯域もしくは権限付与された共有
無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥまたは異なるＲＡＴを使用し得るセル２１０に
接続される場合、Ｐ－ＧＷ２３６は、トラフィックがＵＥ２１５に続くことを可能にし得
る。たとえば、Ｐ－ＧＷ２３６は、トラフィックが無認可もしくは権限付与された共有無
線周波数スペクトル帯域および／または異なるＲＡＴにわたってサービスされることを命
令する１つまたは複数のセル構成を第１のセル２１０－ａおよび第２のセル２１０－ｂに
提供し得る。いくつかの例では、ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）は、１つま
たは複数のセルパラメータ（たとえば、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬ
ＴＥ）を有するセル２１０がＵＥ２１５にサービスするのに利用可能であるかどうかに少
なくとも部分的に基づき得るセル構成を提供し得る。ＰＣＲＦおよびＰＣＥＦは、ポリシ
ー制御意思決定とフローベース課金制御機能とを含み得る、関係する機能エンティティで
ある。ＰＣＲＦは、サービスデータフロー検出、ＱｏＳ、およびＰＣＥＦに対するフロー
ベース課金制御に関するネットワーク制御を提供し得るが、ＰＣＥＦはＰ－ＧＷ２３６で
のユーザトラフィック処理とＱｏＳとを提供し得る。ＰＣＥＦはまた、サービスデータフ
ロー検出と、カウンティング（counting）と、オンラインおよびオフライン課金インタラ
クションとを提供し得る。
【００４９】
　[0062]いくつかの例によれば、Ｐ－ＧＷ２３６は、たとえば、ベアラ有効化の一部とし
て、セル２１０によってサービスされる各ベアラに少なくとも部分的に基づいて、セル２
１０のための構成を決定し得る。追加または代替として、ＭＭＥ２３２は、たとえば、接
続確立手順の一部として、セルによってサービスされる各ＵＥ２１５に少なくとも部分的
に基づいて、セル２１０のための構成を決定し得る。またさらなる追加または代替の例で
は、ＥＰＣ２３０の複数のノードにわたって分散され得る運用、管理および保守（ＯＡＭ
：Operations Administration and Maintenance）機能は、無線アクセスネットワーク（
ＲＡＮ）展開に基づいてｅＮＢ２０５ごとにセル２１０のための構成を決定し得、ｅＮＢ
２０５は、ＯＡＭ機能によって提供される構成に基づいてＵＥ２１５にサービスするよう
に構成され得る。
【００５０】
　[0063]図３は、本開示の態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ
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を使用するための展開シナリオの例を概念的に示すブロック図である。ワイヤレス通信シ
ステム３００は、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥをサポートするＬ
ＴＥネットワークにおけるｅＮＢ３０５とＵＥ３１５との間のための、補助ダウンリンク
モードと、キャリアアグリゲーションモードと、スタンドアロンモードとの例を示してい
る。ワイヤレス通信システム３００は、図１および／または図２を参照しながら説明した
ワイヤレス通信システム１００および／または２００の部分の一例であり得る。さらに、
ｅＮＢ３０５は、図１および／または図２のアクセスポイントならびに／またはｅＮＢ１
０５および／もしくは２０５のうちの１つの一例であり得るが、一方、ＵＥ３１５は、図
１および／または図２を参照しながら説明したＵＥ１１５および／または２１５の例であ
り得る。
【００５１】
　[0064]第１のセルを使用する、ワイヤレス通信システム３００における補助ダウンリン
ク（ＳＤＬ）モードの例では、ｅＮＢ３０５は、双方向リンク３２５を使用してＯＦＤＭ
Ａ通信信号をＵＥ３１５に送信し得、双方向リンク３２５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信
信号をそのＵＥ３１５から受信し得る。双方向リンク３２５は、認可無線周波数スペクト
ル帯域中の周波数に関連付けられ得る。同時に、ｅＮＢ３０５は、ダウンリンク３２０を
使用してｅＮＢ３０５の第２のセルからＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ３１５に送信し得る。
図３の例では、ダウンリンク３２０は、無認可無線周波数スペクトル帯域中の周波数に関
連付けられ得る。無認可無線周波数スペクトル帯域中のダウンリンク３２０および認可無
線周波数スペクトル帯域中の双方向リンク３２５は、同時に動作し得る。ダウンリンク３
２０は、ダウンリンク容量のオフロードをｅＮＢ３０５に提供し得る。いくつかの例では
、ダウンリンク３２０は、（たとえば、１つのＵＥに宛てられた）ユニキャストサービス
のために、または（たとえば、いくつかのＵＥに宛てられた）マルチキャストサービスの
ために使用され得る。このシナリオは、認可無線周波数スペクトル帯域を使用しトラフィ
ックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要がある、任意のサービスプロ
バイダ（たとえば、従来のモバイルネットワーク事業者すなわちＭＮＯ）に対して生じ得
る。上述のように、サービスプロバイダは、セルパラメータに基づいてサービスをＵＥ３
１５に提供するための１つまたは複数のセルを構成し得、ｅＮＢ３０５は、そのような構
成に基づいてＳＤＬモードで、いくつかのトラフィックストリーム、またはトラフィック
ストリームの部分をＵＥ３１５に提供するように構成され得る。
【００５２】
　[0065]ワイヤレス通信システム３００におけるキャリアアグリゲーション（ＣＡ）モー
ドの一例では、ｅＮＢ３０５に関連付けられた第１のセルは、双方向リンク３３５を使用
してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ３１５－ａに送信し得、双方向リンク３３５を使用してＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ３１５－ａから受信し得る。双方向リンク３３５は、認
可無線周波数スペクトル帯域中の周波数に関連付けられ得る。同時に、ｅＮＢ３０５に関
連付けられた第２のセルは、双方向リンク３３０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ３
１５－ａに送信し得、双方向リンク３３０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ
３１５－ａから受信し得る。図３の例では、双方向リンク３３０は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域中の周波数に関連付けられ得る。双方向リンク３３０は、ダウンリンク容量
およびアップリンク容量のオフロードをｅＮＢ３０５に提供し得る。上記で説明した補助
ダウンリンクモードのように、このシナリオは、トラフィックおよび／またはシグナリン
グ輻輳の一部を軽減するために認可無線周波数スペクトル帯域ニーズを使用する任意のサ
ービスプロバイダ（たとえば、モバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ））に対して生じ得
る。上述のように、サービスプロバイダは、セルパラメータに基づいてサービスをＵＥ３
１５－ａに提供するための１つまたは複数のセルを構成し得、ｅＮＢ３０５は、そのよう
な構成に基づいてＣＡモードを使用して、いくつかのトラフィックストリーム、またはト
ラフィックストリームの部分をＵＥ３１５－ａに提供するように構成され得る。
【００５３】
　[0066]ワイヤレス通信システム３００におけるスタンドアロン（ＳＡ）モードの一例で
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は、ｅＮＢ３０５は、双方向リンク３４０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ３１５－
ｂに送信し得、無認可無線周波数スペクトル帯域中の周波数に関連付けられ得る双方向リ
ンク３４０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ３１５－ｂから受信し得る。双
方向リンク３４０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードをｅＮＢ３
０５に提供し得る。この例および上記で提供した例は、説明のために提示され、容量のオ
フロードのために認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥと競合ベース無線周波数
スペクトル帯域におけるＬＴＥとを組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリ
オが存在し得る。上述のように、サービスプロバイダは、セルパラメータに基づいてサー
ビスをＵＥ３１５－ｂに提供するための１つまたは複数のセルを構成し得、ｅＮＢ３０５
は、そのような構成に基づいてＳＡモードを使用して、いくつかのトラフィックストリー
ム、またはトラフィックストリームの部分をＵＥ３１５－ｂに提供するように構成され得
る。
【００５４】
　[0067]上記で説明したように、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用することによっ
て提供される容量のオフロードから恩恵を受け得るサービスプロバイダは、認可無線周波
数スペクトル帯域を用いる従来のＭＮＯであり得る。これらのサービスプロバイダにとっ
て、運用上の構成は、認可無線周波数スペクトル帯域上の１次コンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）と無認可無線周波数スペクトル帯域上の２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）
とを使用するブートストラップモード（たとえば、補助ダウンリンク、キャリアアグリゲ
ーション）を含み得る。
【００５５】
　[0068]ＳＤＬモードでは、競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥのため
の制御は、認可無線周波数スペクトル帯域中でＬＴＥアップリンク（たとえば、双方向リ
ンク３２５のアップリンク部分）を介してトランスポートされ得る。ダウンリンク容量の
オフロードを与える理由の１つは、データ需要が大部分はダウンリンク消費によって引き
起こされ得るからである。さらに、このモードでは、ＵＥ３１５が無認可無線周波数スペ
クトル帯域中で送信していないので、規制上の影響が低減することがある。ＣＡモードで
は、データおよびシグナリングデータ（たとえば、ＲＲＣデータ、ＮＡＳシグナリングデ
ータ、および制御チャネル物理シグナリングトラフィック）は、認可無線周波数スペクト
ル帯域を使用するＬＴＥ（たとえば、双方向リンク３３５）において通信され得るが、一
方、データは競合ベース無線周波数スペクトル帯域（たとえば、双方向リンク３３０）に
おけるＬＴＥを使用して通信され得る。競合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬ
ＴＥを使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周
波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポ
ーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーショ
ンの範疇に入り得る。
【００５６】
　[0069]上記で説明したように、セル構成は様々なセルパラメータのうちの１つまたは複
数に基づいて決定され得る。図４は、本開示の様々な態様による、１つまたは複数のＵＥ
に対するセル構成およびトラフィックのサービスの方法４００の一例を概念的に示すフロ
ーチャートである。方法４００について、図１、図２および／または図３を参照しながら
説明した、アクセスノードならびに／またはｅＮＢ１０５、２０５および／もしくは３０
５ならびに／またはコアネットワーク１３０、ＥＰＣ２３０（たとえば、Ｓ－ＧＷ２３４
および／またはＰ－ＧＷ２３６）の態様のうちの１つを参照しながら説明する。例では、
アクセスノードまたはコアネットワーク要素は、以下で説明する機能を実行するために、
デバイスの機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。ブ
ロック４０５において、複数のセルの各々に関連付けられた１つまたは複数のパラメータ
が識別される。パラメータは、たとえば、多数の、１次／２次セルもしくはセルの１次／
２次セット、異なるセルが動作する周波数帯域、認可／無認可無線周波数スペクトル帯域
を使用して動作するセル、認可／権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域を使用し
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て動作するセル、またはセルによって使用されるＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、競
合ベース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ、ＷＬＡＮ、ＧＥＲＡＮ、ＵＴＲＡＮ
など）のうちの１つまたは組合せを含み得る。
【００５７】
　[0070]ブロック４１０において、識別されたセルパラメータに基づいて、ＵＥにサービ
スするための１つまたは複数のセル構成が識別される。セルパラメータに基づいて、１つ
または複数のセルが１つまたは複数のＵＥにサービスするためのセル構成は、アップリン
ク送信とダウンリンク送信で別個であってもよく、たとえば、いくつかの例を挙げれば、
第１のセルパラメータを有する第１のセルおよび第２のセルパラメータを有する第２のセ
ルによってサービスされるデータの割合、１つまたは複数のセルパラメータ（データを含
まない）に少なくとも部分的に基づいてセルにわたって送信されるべきデータの最大量、
セルにわたってサービスされ得る最大ビットレートもしくは最小ビットレート、セルにわ
たってサービスされるアプリケーションもしくはアプリケーションタイプ、セルにわたっ
てサービスされるベアラもしくはベアラタイプ、セルにわたってサービスされるサービス
データフロー（ＳＤＦ）、識別されたセルパラメータを有するセルにわたる送信のための
優先度付けルール（たとえば、ある一定のレートまでは第１のセルにわたって送信し、残
りのトラフィック（もしあれば）をセル２にわたって送信する）、（たとえば、ＱｏＳ要
件に基づいた）セルによってサービスされるデータのタイプ、または各セル上で利用可能
なエアインターフェースリソースの量のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００５８】
　[0071]ブロック４１５において、識別されたセル構成に基づいて、ＵＥにサービスする
ために２つ以上のセルが必要とされるかどうかが決定される。ＵＥにサービスするために
２つ以上のセルが必要とされない場合、ブロック４２０に示すように、ＵＥ、ＵＥにサー
ビスするためのセル間で接続が確立される。ブロック４３０において、トラフィックスト
リームがＵＥにサービスされる。ブロック４１５において、識別されたセル構成に基づい
てＵＥにサービスするために２つ以上のセルが必要とされると決定された場合、ブロック
４３０に示すように、ＵＥとＵＥにサービスするために使用されるべき各セルとの間で接
続が確立される。ブロック４３５において、トラフィックストリームの異なる部分は、識
別されたセル構成に少なくとも部分的に基づいて、異なるセルにわたってＵＥにサービス
される。
【００５９】
　[0072]上述のように、いくつかの例では、図２のＰ－ＧＷ２３６などのＰ－ＧＷは、た
とえば、図２のセル２１０－ａおよび／またはセル２１０－ｂ、および／または、たとえ
ば、図１、図２、および／または図３のアクセスポイントならびに／またはｅＮＢ１０５
、２０５、および／もしくは３０５に関連付けられたセルなど、サービングセルの１つま
たは複数のセルパラメータに基づいてベアラごとの構成を提供し得る。Ｐ－ＧＷは、発展
型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラごとにそのような構成を提供し得る。いくつかの例
では、Ｐ－ＧＷは、サービスデータフロー（ＳＤＦ）ごとにそのような構成を提供し得る
。いくつかの例によれば、Ｐ－ＧＷは、デフォルトＥＰＳベアラ有効化および／または修
正の間に構成を提供し得る。別の例では、Ｐ－ＧＷは、専用ＥＰＳベアラ有効化および／
または修正の間に構成を提供し得る。
【００６０】
　[0073]図５は、本開示の態様による、デフォルトＥＰＳベアラ有効化の間のセル構成の
ための例示的な動作を示す流れ図５００である。デフォルトベアラ有効化手順は、ＭＭＥ
５３２へのＰＤＮ接続性要求５２５を介して、ＵＥ５１５によって有効化され得る。その
ようなＰＤＮ接続性要求は、スタンドアロンまたはアタッチ手順の間にアタッチ要求メッ
セージ中にピギーバックされる（piggybacked）のいずれか得る。ＵＥ５１５は、たとえ
ば、図１、図２および／または図３のＵＥ１１５、２１５および／または３１５の一例で
あり得る。ＭＭＥは、たとえば、図２のＭＭＥ２３２の一例であり得る。
【００６１】
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　[0074]ＭＭＥ５３２は、セッション作成要求５３０を、たとえば、図２のＳ－ＧＷ２３
４の一例であり得るＳ－ＧＷ５３４に転送する。次いで、１つまたは複数のセル構成は動
作５３５において決定され得る。Ｓ－ＧＷ５３４は、セッション作成要求５４０を、たと
えば、図２のＰ－ＧＷ２３６の一例であり得るＰ－ＧＷ５３６に転送する。インターネッ
トプロトコル接続性アクセスネットワーク（ＩＰ－ＣＡＮ：Internet Protocol Connecti
vity Access Network）セッション５４５が確立され、その間にＰ－ＧＷ５３６は、利用
可能な場合、デフォルトベアラのための１つまたは複数の何らかのセルパラメータ固有の
ポリシーをＰＣＲＦ５１８から受信し得る。そのようなセルパラメータ固有のポリシーは
、たとえば、セルパラメータに基づいた１つまたは複数のセルとの接続確立のための１つ
または複数のポリシーを含み得る。そのようなパラメータは、上記で説明したような、た
とえば、多数の、セルが１次／２次セルであるかどうか、異なるａセルが動作する周波数
帯域、認可／無認可無線周波数スペクトル帯域を使用してセルが動作するかどうか、セル
が認可／権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域を使用して動作するかどうか、ま
たはセルのＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、競合ベース無線周波数スペクトル帯域に
おけるＬＴＥ、ＷＬＡＮ、ＧＥＲＡＮ、ＵＴＲＡＮなど）のうちの１つまたは組合せを含
み得る。
【００６２】
　[0075]次いで、Ｐ－ＧＷ５３６は、各異なるセルの異なるセルパラメータに少なくとも
部分的に基づいて、異なるセルのための１つまたは複数のセル構成を決定し、Ｓ－ＧＷ５
３４へのセッション作成応答５５０中に１つまたは複数のセル構成を含み得る。いくつか
の例では、新しい情報要素（ＩＥ）は、１つまたは複数のセル構成の情報を含み得るセッ
ション作成応答５５０とともに含まれ得る。そのようなセル構成は、ダウンリンクとアッ
プリンクとでは別々に決定され得、たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって
送信されるバイト（bytes）と比較して無認可無線周波数スペクトル帯域または権限付与
された共有アクセス（ＡＳＡ）無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるバイトの
所望の割合（無認可無線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィッ
クおよび認可無線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィックの場
合を含み得る）、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるべきバイトの最大
量、特定のパラメータを有するセルにわたってサービスされ得る最大ビットレートもしく
は最小ビットレート、セルにわたってサービスされるアプリケーションもしくはアプリケ
ーションタイプ、セルにわたってサービスされるベアラもしくはベアラタイプ、セルにわ
たってサービスされるサービスデータフロー（ＳＤＦ）、識別されたセルパラメータを有
するセルにわたる送信のための優先度付けルール（たとえば、ある一定のレートまでは第
１のセルにわたって送信し、残りのトラフィック（もしあれば）をセル２にわたって送信
する）、（たとえば、ＱｏＳ要件に基づいた）セルによってサービスされるデータのタイ
プ、またはセル上で利用可能なエアインターフェースリソースの量を含み得る。
【００６３】
　[0076]第１のダウンリンクデータ５５５はまた、Ｐ－ＧＷ５３６からＳ－ＧＷ５３４に
提供され得る。Ｓ－ＧＷ５３４は、セッション作成応答メッセージ５６０中の１つまたは
複数の構成をＭＭＥ５３２に転送し得る。次いで、ＭＭＥ５３２は、ベアラセットアップ
要求メッセージ５６５中の１つまたは複数のセル構成をｅＮＢ５０５に転送し得る。ｅＮ
Ｂ５０５は、たとえば、図１、図２および／または図３のアクセスノードまたはｅＮＢ１
０５、２０５および／もしくは３０５の一例であり得る。次いで、ｅＮＢ５０５は、ベア
ラがどのようにサービスされるかを決定するために１つまたは複数のセル構成を使用し得
る。たとえば、ベアラがＷＬＡＮ　ＲＡＴ上で禁止される場合、ｅＮＢ５０５は、ＷＬＡ
Ｎが許可するベアラがなければ、ＵＥ５１５のためのＷＬＡＮインターワーキングを開始
しないことがある。別の例では、ＷＬＡＮ　ＲＡＴが許可される場合、ｅＮＢ５０５はＷ
ＬＡＮインターワーキングを開始してもよい。ｅＮＢ５０５によるベアラセットアップの
後、５７０に示す図５のＥＰＳベアラ有効化のステップは、ＵＥ５１５、ｅＮＢ５０５、
ＭＭＥ５３２、Ｓ－ＧＷ５３４、Ｐ－ＧＷ５３６、および（たとえば、図２のＨＳＳ２２
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０の一例であり得る）ＨＳＳ５２０のうちの１つまたは複数の間で転送される、確立され
たＥＰＳベアラ有効化メッセージに対応する。いくつかの例では、上述のように、セル構
成はアップリンク送信とダウンリンク送信とでは別々に決定され得、Ｐ－ＧＷ５３６は、
各異なるセルの異なるセルパラメータに少なくとも部分的に基づいて、アップリンク送信
およびダウンリンク通信のための１つまたは複数のセル構成を決定し得る。いくつかの例
では、Ｐ－ＧＷ５３６は、ベアラ修正要求５７５に対してセル構成応答を調整し得る。
【００６４】
　[0077]図６は、本開示の態様による、専用ＥＰＳベアラ有効化の間のセル構成のための
例示的な動作を示す別の流れ図６００である。図５のＰＣＲＦ５１８の一例であり得るＰ
ＣＲＦ６１８は、たとえば、ＩＰ－ＣＡＮセッション修正６２５とともに、専用ベアラの
ためのセルパラメータ固有のポリシーをＰ－ＧＷ６３６に提供し得る。Ｐ－ＧＷ６３６は
、たとえば、図２および／または図５のＰ－ＧＷ２３６および／または５３６の一例であ
り得る。次いで、Ｐ－ＧＷ６３６は、１つまたは複数のセル構成を決定し、Ｓ－ＧＷ６３
４へのベアラ作成要求６３０中に１つまたは複数のセル構成を含み得る。Ｓ－ＧＷ６３４
は、たとえば、図２および／または図５のＳ－ＧＷ２３４および／または５３４の一例で
あり得る。いくつかの例では、新しい情報要素（ＩＥ）は、１つまたは複数のセル構成の
情報を含み得るベアラ作成要求６３０とともに含まれ得る。
【００６５】
　[0078]上記で説明したのと同様に、１つまたは複数のセル構成は、ダウンリンクとアッ
プリンクとでは別々に決定され得、たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって
送信されるバイトと比較して無認可無線周波数スペクトル帯域または権限付与された共有
アクセス無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるバイトの所望の割合（無認可無
線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィックおよび認可無線周波
数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィックの場合を含み得る）、認可
無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるべきバイトの最大量、特定のパラメータ
を有するセルにわたってサービスされ得る最大ビットレートもしくは最小ビットレート、
セルにわたってサービスされるアプリケーションもしくはアプリケーションタイプ、セル
にわたってサービスされるベアラもしくはベアラタイプ、セルにわたってサービスされる
サービスデータフロー（ＳＤＦ）、識別されたセルパラメータを有するセルにわたる送信
のための優先度付けルール（たとえば、ある一定のレートまでは第１のセルにわたって送
信し、残りのトラフィック（もしあれば）をセル２にわたって送信する）、（たとえば、
ＱｏＳ要件に基づいた）セルによってサービスされるデータのタイプ、またはセル上で利
用可能なエアインターフェースリソースの量を含み得る。
【００６６】
　[0079]次いで、Ｓ－ＧＷ６３４は、ベアラ作成要求メッセージ６３５中の１つまたは複
数のセル構成をＭＭＥ６３２に転送し得る。ＭＭＥ６３２は、たとえば、図２および／ま
たは図５のＭＭＥ２３２および／または５３２の一例であり得る。次いで、ＭＭＥ６３２
は、たとえば、制御プレーンシグナリングを介して、ベアラセットアップ要求メッセージ
６４０中の１つまたは複数のセル構成をｅＮＢ６０５に転送し得る。ｅＮＢ６０５は、た
とえば、図１、図２、図３および／または図５のアクセスノードまたはｅＮＢ１０５、２
０５、３０５および／もしくは５０５の一例であり得る。次いで、ｅＮＢ６０５は、ＵＥ
６１５に対してベアラがどのようにサービスされるかを決定するために１つまたは複数の
セル構成を使用し得る。ＵＥ６１５は、図１、図２、図３および／または図５のＵＥ１１
５、２１５、３１５および／または５１５の一例であり得る。たとえば、ベアラがＷＬＡ
Ｎ　ＲＡＴ上で禁止される場合、ｅＮＢ６０５は、ＷＬＡＮが許可するベアラがなければ
、ＵＥ６１５のためのＷＬＡＮインターワーキングを開始しないことがある。別の例では
、ＷＬＡＮ　ＲＡＴが許可される場合、ｅＮＢ６０５はＷＬＡＮインターワーキングを開
始してもよい。ｅＮＢ６０５によるベアラセットアップの後、６４５に示す図６のＥＰＳ
ベアラ有効化のステップは、ＵＥ６１５、ｅＮＢ６０５、ＭＭＥ６３２、Ｓ－ＧＷ６３４
、Ｐ－ＧＷ６３６、およびＰＣＲＦ６１８のうちの１つまたは複数の間で転送される、確
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立されたＥＰＳベアラ有効化メッセージに対応する。
【００６７】
　[0080]図７は、本開示の態様による、ＥＰＳベアラ修正の間のセル構成のための例示的
な動作を示す別の流れ図７００である。ネットワーク主導型ＥＰＳベアラ修正のための現
在定義されているトリガに加えて、いくつかの例では、ネットワークは、セルパラメータ
に関するポリシーまたは条件の変更によりＥＰＳベアラ修正手順を開始し得る。たとえば
、図１、図２、図３、図５および／または図６のＵＥ１１５、２１５、３１５、５１５お
よび／または６１５の一例であり得るＵＥ７１５は、ユーザのデータプランを考えると認
可無線周波数スペクトル帯域使用率の最大しきい値を達成した可能性があり、ネットワー
クは、無認可または権限付与された共有無線周波数スペクトル帯域のみが使用され得るこ
とをｅＮＢ７０５に示すために、この手順をトリガし得る。ｅＮＢ７０５は、たとえば、
図１、図２、図３、図５および／または図６のアクセスノードまたはｅＮＢ１０５、２０
５、３０５、５０５および／もしくは６０５の一例であり得る。
【００６８】
　[0081]図５および／または図６のＰＣＲＦ５１８および／または６１８の一例であり得
るＰＣＲＦ７１８は、たとえば、ＩＰ－ＣＡＮセッション修正７２５とともに、更新され
たベアラのための更新されたセルパラメータ固有のポリシーをＰ－ＧＷ７３６に提供し得
る。Ｐ－ＧＷ７３６は、たとえば、図２、図５および／または図６のＰ－ＧＷ２３６、５
３６および／または６３６の一例であり得る。次いで、Ｐ－ＧＷ７３６は、更新されたセ
ルパラメータ固有のポリシーに少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数のセル構成を
決定し、Ｓ－ＧＷ７３４へのベアラ更新要求７３０中の１つまたは複数のセル構成を含み
得る。Ｓ－ＧＷ７３４は、たとえば、図２、図５および／または図６のＳ－ＧＷ２３４、
５３４および／または６３４の一例であり得る。いくつかの例では、新しい情報要素（Ｉ
Ｅ）は、１つまたは複数のセル構成の情報を含み得るベアラ更新要求７３０とともに含ま
れ得る。Ｐ－ＧＷ７３６はまた、この変更についてのＵＥ７１５への何らかの指示を含み
得る。
【００６９】
　[0082]上記で説明したのと同様に、１つまたは複数のセル構成は、ダウンリンクとアッ
プリンクとでは別々に決定され得、たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって
送信されるバイトと比較して無認可無線周波数スペクトル帯域または権限付与された共有
アクセス無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるバイトの所望の割合（無認可無
線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィックおよび認可無線周波
数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるトラフィックの場合を含み得る）、認可
無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるべきバイトの最大量、特定のパラメータ
を有するセルにわたってサービスされ得る最大ビットレートもしくは最小ビットレート、
セルにわたってサービスされるアプリケーションもしくはアプリケーションタイプ、セル
にわたってサービスされるベアラもしくはベアラタイプ、セルにわたってサービスされる
サービスデータフロー（ＳＤＦ）、識別されたセルパラメータを有するセルにわたる送信
のための優先度付けルール（たとえば、ある一定のレートまでは第１のセルにわたって送
信し、残りのトラフィック（もしあれば）をセル２にわたって送信する）、（たとえば、
ＱｏＳ要件に基づいた）セルによってサービスされるデータのタイプ、またはセル上で利
用可能なエアインターフェースリソースの量を含み得る。
【００７０】
　[0083]次いで、Ｓ－ＧＷ７３４は、ベアラ更新要求メッセージ７３５中の１つまたは複
数のセル構成をＭＭＥ７３２に転送し得る。ＭＭＥ７３２は、たとえば、図２、図５およ
び／または図６のＭＭＥ２３２、５３２および／または６３２の一例であり得る。次いで
、ＭＭＥ７３２は、たとえば、制御プレーンシグナリングを介して、ベアラ修正要求メッ
セージ７４０中の１つまたは複数のセル構成をｅＮＢ７０５に転送し得る。次いで、ｅＮ
Ｂ７０５は、ＵＥ７１５に対してベアラがどのようにサービスされるかを修正するために
１つまたは複数のセル構成を使用し得る。たとえば、ベアラがＷＬＡＮ　ＲＡＴ上で禁止
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される場合、ｅＮＢ７０５は、ＷＬＡＮが許可するベアラがなければ、ＵＥ７１５のため
のＷＬＡＮインターワーキングを開始しないことがある。別の例では、ＷＬＡＮ　ＲＡＴ
が許可される場合、ｅＮＢ７０５はＷＬＡＮインターワーキングを開始してもよい。ｅＮ
Ｂ７０５によるベアラセットアップの後、７４５に示す図７のＥＰＳベアラ有効化のステ
ップは、ＵＥ７１５、ｅＮＢ７０５、ＭＭＥ７３２、Ｓ－ＧＷ７３４、Ｐ－ＧＷ７３６、
およびＰＣＲＦ７１８のうちの１つまたは複数の間で転送される、確立されたＥＰＳベア
ラ有効化メッセージに対応する。
【００７１】
　[0084]他の例によれば、図２、図５、図６および／または図７のＭＭＥ２３２、５３２
、６３２および／または７３２などのＭＭＥは、たとえば、１つまたは複数のセル構成を
提供し得る。そのような例では、ＭＭＥは１つまたは複数のセル構成をＲＡＮに提供し得
る。１つまたは複数のセル構成は、ＨＳＳ（たとえば、図２および／または図５のＨＳＳ
２２０および／または５２０）から受信されたサブスクリプション情報および／または構
成に少なくとも部分的に基づき得る。たとえば、ＭＭＥは、各ＵＥのための１つまたは複
数のセル構成を決定し得る。いくつかの例によれば、ＭＭＥは、各ＵＥのためのＭＭＥと
ｅＮＢとの間のＳ１－ＡＰコンテキストセットアップの間に、１つまたは複数のセル構成
を提供し得る。Ｓ１－ＡＰコンテキストは、たとえば、アタッチ手順、トラッキングエリ
ア更新手順、サービス要求手順、および／または（ターゲットｅＮＢとターゲットＭＭＥ
との間で確立される）ハンドオーバ手順の間など、ＵＥがｅＮＢとの新しい接続を確立し
ているときにセットアップされ得る。そのような例におけるＭＭＥは、ｅＮＢに送られる
初期コンテキストセットアップ要求中のセルパラメータ固有のセル構成を提供し得る。
【００７２】
　[0085]図８は、本開示の態様による、ＭＭＥでのセル構成のための例示的な動作を示す
流れ図８００である。そのようなセル構成は、サービス要求手順８２５を通じて確立され
得る。この手順では、ＵＥ８１５はネットワークアクセス層（ＮＡＳ）サービス要求をｅ
ＮＢ８０５に提供する。ＵＥ８１５は、たとえば、図１、図２、図３、図５、図６および
／または図７のＵＥ１１５、２１５、３１５、５１５、６１５および／または７１５の一
例であり得る。ｅＮＢ８０５は、たとえば、図１、図２、図３、図５、図６および／また
は図７のアクセスノードまたはｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、６０５および／
もしくは７０５の一例であり得る。ｅＮＢ８０５は、サービス要求８３０を、たとえば、
図２、図５、図６、および／または図７のＭＭＥ２３２、５３２、６３２、および／また
は７３２の一例であり得るＭＭＥ８３２に転送する。認証／セキュリティ８３５は、ＵＥ
８１５と、ＭＭＥ８３２と、たとえば、図２および／または図５のＨＳＳ２２０および／
または５２０の一例であり得るＨＳＳ８２０との間で確立される。
【００７３】
　[0086]ＭＭＥ８３２は、セルパラメータに少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数
のセル構成を決定し、初期コンテキストセットアップ要求メッセージ８４０を通じて、セ
ルパラメータ固有のセル構成をｅＮＢ８０５に提供し得る。上記で説明したのと同様に、
１つまたは複数のセル構成は、ダウンリンクとアップリンクとでは別々に決定され得、た
とえば、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるバイトと比較して無認可無
線周波数スペクトル帯域または権限付与された無線周波数スペクトル帯域にわたって送信
されるバイトの所望の割合（無認可無線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスさ
れるトラフィックおよび認可無線周波数スペクトル帯域のみにわたってサービスされるト
ラフィックの場合を含み得る）、認可無線周波数スペクトル帯域にわたって送信されるべ
きバイトの最大量、特定のセルパラメータを有するセルにわたってサービスされ得る最大
ビットレートもしくは最小ビットレート、セルにわたってサービスされるアプリケーショ
ンもしくはアプリケーションタイプ、セルにわたってサービスされるベアラもしくはベア
ラタイプ、セルにわたってサービスされるサービスデータフロー（ＳＤＦ）、識別された
セルパラメータを有するセルにわたる送信のための優先度付けルール（たとえば、ある一
定のレートまでは第１のセルにわたって送信し、残りのトラフィック（もしあれば）をセ
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ル２にわたって送信する）、（たとえば、ＱｏＳ要件に基づいた）セルによってサービス
されるデータのタイプ、またはセル上で利用可能なエアインターフェースリソースの量を
含み得る。次いで、ｅＮＢ８０５は、８４５に示すように、ＵＥ８１５に対してベアラが
どのように確立されるかをセットアップするために１つまたは複数のセル構成を使用し得
る。ｅＮＢ８０５によるベアラ確立の後、８５０に示す図８のステップは、ＵＥ８１５、
ｅＮＢ８０５、ＭＭＥ８３２、Ｓ－ＧＷ８３４、Ｐ－ＧＷ８３６、ＰＣＲＦ８１８、およ
びＨＳＳ８２０のうちの１つまたは複数の間で転送される、確立されたＥＰＳベアラメッ
セージに対応する。いくつかの例では、上述のように、セル構成はアップリンク送信とダ
ウンリンク送信とでは別々に決定され得、Ｐ－ＧＷ８３６は、各異なるセルの異なるセル
パラメータに少なくとも部分的に基づいて、アップリンク通信およびダウンリンク通信の
ための１つまたは複数のセル構成を決定し得る。いくつかの例では、Ｐ－ＧＷ８３６は、
ＩＰ－ＣＡＮセッション修正８５５に応答してセル構成を調整し得、その間にＰ－ＧＷ８
３６は、利用可能な場合、修正されたベアラのための１つまたは複数の何らかのセルパラ
メータ固有のポリシーをＰＣＲＦ８１８から受信し得る。
【００７４】
　[0087]加えて、ＭＭＥ８３２は、いくつかの例では、たとえば、異なるセルパラメータ
固有のセル構成が適用される新しいエリアにＵＥ８１５がハンドオーバする場合など、接
続の途中でセル構成を変更するためにＵＥコンテキスト修正手順を開始し得る。
【００７５】
　[0088]他の例では、セルパラメータ固有のセル構成は、たとえば、図１のワイヤレス通
信システム１００などのワイヤレス通信システムの運用、管理、および保守（ＯＡＭ）機
能を介してプロビジョニングされ得る。そのような例では、セルパラメータ固有のセル構
成は、ＯＡＭ機能を介してＲＡＮ中に構成され得る。そのようなルールは、いくつかの例
では、任意の時点で、または上記で説明したような１つまたは複数のトリガイベントなど
のいくつかのトリガ時に、ｅＮＢ中に構成され得る。上記で説明したような異なるセルの
ための１つまたは複数のセル構成を決定する様々な方法（たとえば、Ｐ－ＧＷ、ＭＭＥお
よびＯＡＭ）は、組み合わされ、ワイヤレス通信ネットワークから離れてまたはワイヤレ
ス通信ネットワークと一緒に動作し得る。
【００７６】
　[0089]図９Ａおよび図９Ｂは、本開示の態様による、セル構成決定において使用するた
めの、ｅＮＢまたはコアネットワーク要素などのデバイスを概念的に示すブロック図であ
る。最初に図９Ａを参照すると、ブロック図９００は、様々な例による、セル構成決定に
おいて使用するためのデバイス９０５を示す。いくつかの例では、デバイス９０５は、図
１、図２、図３、図５、図６、図７および／または図８を参照しながら説明したアクセス
ノードまたはｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、６０５、７０５および／もしくは
８０５、ＭＭＥ２３２、５３２、６３２、７３２および／もしくは８３２、Ｓ－ＧＷ２３
４、５３４、６３４、７３４および／もしくは８３４、ならびに／またはＰ－ＧＷ２３６
、５３６、６３６、７３６および／もしくは８３６の１つまたは複数の態様の一例であり
得る。デバイス９０５はまた、プロセッサを含み得る。デバイス９０５は、受信機モジュ
ール９１０、セル構成決定モジュール９２０、および／または送信機モジュール９３０を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００７７】
　[0090]デバイス９０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
において実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは
複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行さ
れ得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他の
タイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され
得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または



(32) JP 6505696 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で具現
化される命令を用いて実装され得る。
【００７８】
　[0091]いくつかの例では、デバイス９０５はアクセスノードの一例であり得、受信機モ
ジュール９１０は、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペクト
ル帯域におけるＬＴＥ）および／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無
認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ）において送信を受信するように動作可能
なＲＦ受信機などの無線周波数（ＲＦ）受信機であるか、またはそれを含み得る。受信機
モジュール９１０は、図１、図２、および／または図３を参照しながら説明したワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンク１２５、２４０、２４５、および／または
３２０～３４０など、認可および無認可無線周波数スペクトル帯域を含むワイヤレス通信
システムの１つまたは複数の通信リンクを介して、様々なタイプのデータおよび／または
制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。いくつかの例では、デバイ
ス９０５はコアネットワークのネットワーク要素の一例であり得、受信機モジュール９１
０は、ワイヤードネットワークインターフェースを介してネットワーク通信を受信し得る
ネットワーク通信構成要素であるか、またはそれを含み得る。
【００７９】
　[0092]いくつかの例では、デバイス９０５はアクセスノードの一例であり得、送信機モ
ジュール９３０は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペ
クトル帯域中で送信するように動作可能なＲＦ送信機などのＲＦ送信機であるか、または
それを含み得る。送信機モジュール９３０は、図１、図２、および／または図３を参照し
ながら説明したワイヤレス通信システム１００、２００、および／または３００の１つま
たは複数の通信リンク１２５、２４０、２４５、および／または３２０～３４０など、ワ
イヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して、様々なタイプのデータお
よび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。いくつかの例
では、デバイス９０５はコアネットワークのネットワーク要素の一例であり得、送信機モ
ジュール９３０は、ワイヤードネットワークインターフェースを介してネットワーク通信
を送信し得るネットワーク通信構成要素であるか、またはそれを含み得る。
【００８０】
　[0093]いくつかの例では、セル構成決定モジュール９２０は、たとえば、図１～図８に
関して上記で説明したようなアクセスポイントに関連付けられた１つまたは複数の異なる
セルにわたってサービスされるセル構成の決定を含めて、セル構成決定手順を構成および
／または実行し得る。
【００８１】
　[0094]次に図９Ｂを参照すると、ブロック図９５０は、本開示の様々な態様による、ワ
イヤレス通信において使用するためのデバイス９５５を示す。いくつかの例では、デバイ
ス９５５は、図１、図２、図３、図５、図６、図７、および／または図８を参照しながら
説明したアクセスノードまたはｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、６０５、７０５
および／もしくは８０５、ＭＭＥ２３２、５３２、６３２、７３２および／もしくは８３
２、Ｓ－ＧＷ２３４、５３４、６３４、７３４、および／もしくは８３４、ならびに／ま
たはＰ－ＧＷ２３６、５３６、６３６、７３６および／もしくは８３６の１つまたは複数
の態様の一例であり得る。デバイス９５５はまた、プロセッサを含み得る。デバイス９５
５は、受信機モジュール９１２、セル構成決定モジュール９２０－ａ、および／または送
信機モジュール９３２を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることが
ある。
【００８２】
　[0095]デバイス９５５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
において実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣとともに、個々にまたはま
とめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（
またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、当技
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術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえ
ば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは
複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた
、メモリ中で具現化される命令を用いて実装され得る。
【００８３】
　[0096]いくつかの例では、受信機モジュール９１２は、図９Ａの受信機モジュール９１
０の一例であり得る。デバイス９５５がアクセスノード中に含まれる例では、受信機モジ
ュール９１２は、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥ）および／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無認
可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ）において送信を受信するように動作可能な
ＲＦ受信機などの無線周波数（ＲＦ）受信機であるか、またはそれを含み得る。ＲＦ受信
機は、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクトル帯域のための別
個の受信機を含み得る。別個の受信機は、場合によっては、認可ＲＦスペクトル帯域受信
機モジュール９１４および無認可ＲＦスペクトル帯域受信機モジュール９１６の形態をと
り得る。認可ＲＦスペクトル帯域受信機モジュール９１４と無認可ＲＦスペクトル帯域受
信機モジュール９１６とを含む受信機モジュール９１２は、図１、図２および／または図
３を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００、２００および／または３００
の１つまたは複数の通信リンクなど、認可および無認可無線周波数スペクトル帯域を含む
ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して、様々なタイプのデータ
および／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。
【００８４】
　[0097]いくつかの例では、送信機モジュール９３２は、図９Ａの送信機モジュール９３
０の一例であり得る。デバイス９５５がアクセスノード中に含まれる例では、送信機モジ
ュール９３２は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペク
トル帯域において送信するように動作可能なＲＦ送信機などのＲＦ送信機であるか、また
はそれを含み得る。ＲＦ送信機は、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波
数スペクトル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、場合によっては、
認可ＲＦスペクトル帯域送信機モジュール９３４および無認可ＲＦスペクトル帯域送信機
モジュール９３６の形態をとり得る。送信機モジュール９３２は、図１、図２および／ま
たは図３を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００、２００および／または
３００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンクを介して、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）
を送信するために使用され得る。
【００８５】
　[0098]セル構成決定モジュール９２０－ａは、図９Ａを参照しながら説明したセル構成
決定モジュール９２０の一例であり得、第１のセルパラメータ識別モジュール９６５、第
２のセルパラメータ識別モジュール９７５、および／またはセル構成モジュール９８０を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００８６】
　[0099]いくつかの例では、第１のセルパラメータ識別モジュール９６５は、第１のセル
のセルパラメータを識別し得る。第２のセルパラメータ識別モジュール９７５は、第２の
セルのセルパラメータを識別し得る。そのようなパラメータは、上記で説明したようなセ
ルパラメータのうちの１つまたは複数であり得る。セル構成モジュール９８０は、１つま
たは複数のセルのセルパラメータに少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のセル
構成を決定し、ＵＥのためのトラフィックストリームの部分のすべてをサービスするべき
１つまたは複数のセルにセル構成を提供し得る。セル構成決定モジュール９２０－ａは、
単独でまたは受信機モジュール９１２および送信機モジュール９３２とともに、たとえば
、図１～図８に関して上記で説明したような、セルパラメータおよび構成の決定を含む、
セル構成決定手順の性能に関する機能を実行し得る。
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【００８７】
　[0100]図１０は、本開示の態様による、基地局の設計を概念的に示すブロック図１００
０である。いくつかの例では、基地局１００５は、図１、図２、図３、図５、図６、図７
、図８、図９Ａ、および／または図９Ｂを参照しながら説明したアクセスノードまたはデ
バイス１０５、２０５、３０５、５０５、６０５、７０５、８０５、９０５、および／ま
たは９５５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局１００５は、図１、図２、
図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９Ａ、および／または図９Ｂに関して説明した
ように、ＵＥに１つまたは複数の異なるセルによって提供されるセル構成を報告する動作
についての特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され得る。
基地局１００５は、プロセッサモジュール１０１０、メモリモジュール１０２０、（トラ
ンシーバモジュール１０５５によって表される）少なくとも１つのトランシーバモジュー
ル、（アンテナ１０６０によって表される）少なくとも１つのアンテナ、および／または
基地局セル管理モジュール１０７０を含み得る。基地局１００５はまた、基地局通信モジ
ュール１０３０およびネットワーク通信モジュール１０４０のうちの一方または両方を含
み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１０３５を介して、直接的に
または間接的に互いに通信していることがある。
【００８８】
　[0101]メモリモジュール１０２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／また
は読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリモジュール１０２０は、実行されると
、プロセッサモジュール１０１０に、１つまたは複数のセルのためのセル構成の報告のた
めの本明細書で説明する様々な機能を実行させるように構成された命令を含む、コンピュ
ータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード１０２５を記憶し得る。
代替的に、ソフトウェアコード１０２５は、プロセッサモジュール１０１０によって直接
的に実行可能でないことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されると、基地局１０
０５に本明細書で説明するいくつかの機能を実行させるように構成され得る。
【００８９】
　[0102]プロセッサモジュール１０１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る
。プロセッサモジュール１０１０は、トランシーバモジュール１０５５、基地局通信モジ
ュール１０３０、および／またはネットワーク通信モジュール１０４０を通じて受信され
た情報を処理し得る。プロセッサモジュール１０１０はまた、アンテナ１０６０を通じた
送信のためにトランシーバモジュール１０５５に送られるべき情報、１つまたは複数の他
の基地局またはｅＮＢ１００５－ａおよび１００５－ｂへの送信のために基地局通信モジ
ュール１０３０に送られるべき情報、ならびに／あるいは、図１および／または図２を参
照しながら説明したコアネットワーク１３０および／またはＥＰＣ２３０の態様の一例で
あり得るコアネットワーク１０４５、および／または図５、図６、図７および／または図
８に関して説明したコアネットワークの他のネットワーク要素への送信のためにネットワ
ーク通信モジュール１０４０に送られるべき情報を処理し得る。プロセッサモジュール１
０１０は、単独でまたは基地局セル管理モジュール１０７０とともに、上記で説明したよ
うな、１つまたは複数のＵＥとのワイヤレス通信のために２つ以上のセルを使用する様々
な態様に対処し得る。
【００９０】
　[0103]トランシーバモジュール１０５５は、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信のためにアンテナ１０６０に与え、アンテナ１０６０から受信されたパケットを復調
するように構成されたモデムを含み得る。トランシーバモジュール１０５５は、１つまた
は複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装さ
れ得る。トランシーバモジュール１０５５は、たとえば、少なくとも１つの認可無線周波
数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ）における
通信および少なくとも１つの無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無認可無線周
波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ）における通信など、１つまたは複数のＲＡＴを使用
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する通信をサポートし得る。トランシーバモジュール１０５５は、アンテナ１０６０を介
して、たとえば、図１、図２、図３、図５、図６、図７、および／または図８を参照しな
がら説明したＵＥまたはデバイス１１５、２１５、３１５、５１５、６１５、７１５およ
び／または８１５のうちの１つまたは複数と双方向に通信するように構成され得る。基地
局１００５は、通常、複数のアンテナ１０６０（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る
。基地局１００５は、ネットワーク通信モジュール１０４０を通じてコアネットワーク１
０４５と通信し得る。基地局１００５は、基地局通信モジュール１０３０を使用して、ｅ
ＮＢ１００５－ａおよび１００５－ｂなどの他の基地局またはｅＮＢと通信し得る。
【００９１】
　[0104]図１０のアーキテクチャによれば、基地局１００５は、通信管理モジュール１０
５０をさらに含み得る。通信管理モジュール１０５０は、他のアクセスノード、基地局、
および／またはデバイスとの通信を管理し得る。通信管理モジュール１０５０は、１つま
たは複数のバス１０３５を介して、基地局１００５の他の構成要素の一部または全部と通
信していることがある。代替的に、通信管理モジュール１０５０の機能は、トランシーバ
モジュール１０５５の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／ま
たはプロセッサモジュール１０１０の１つまたは複数のコントローラ要素として実装され
得る。
【００９２】
　[0105]基地局セル管理モジュール１０７０は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、
図７、図８、図９Ａ、および／または図９Ｂを参照しながら説明したセルパラメータ決定
およびセル構成機能または態様の一部または全部を実行および／または制御するように構
成され得る。基地局セル管理モジュール１０７０は、ＬＴＥ通信に対処するように構成さ
れたＬＴＥモジュール１０７５、競合ベース無線周波数スペクトル帯域通信におけるＬＴ
Ｅに対処するように構成されたＬＴＥ無認可モジュール１０８０、および／または競合ベ
ース無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ以外の通信（たとえば、ＷＬＡＮにおける
Ｗｉ－Ｆｉ通信）に対処するように構成された無認可モジュール１０８５を含み得る。基
地局セル管理モジュール１０７０はまた、たとえば、図１、図２、図３、図４、図５、図
６、図７、図８、図９Ａ、および／または図９Ｂを参照しながら説明したセルパラメータ
決定とセル構成決定とをサポートする機能のいずれかを提供するように構成されたセル構
成モジュール１０９０を含み得る。セル構成モジュール１０９０は、図９Ａおよび／また
は図９Ｂを参照しながら説明した同様のモジュール（たとえば、モジュール９２０および
／またはモジュール９２０－ａ）の一例であり得る。基地局セル管理モジュール１０７０
またはそれの部分は、プロセッサを含み得、ならびに／あるいは基地局セル管理モジュー
ル１０７０の機能の一部または全部は、プロセッサモジュール１０１０によっておよび／
またはプロセッサモジュール１０１０に関連して実行され得る。
【００９３】
　[0106]図１１は、本開示の態様による、コアネットワークにおけるノードの設計を概念
的に示すブロック図１１００である。ノード１１０２は、本開示の態様による、ＭＭＥ２
３２、５３２、６３２、７３２、８３２、Ｓ－ＧＷ２３４、５３４、６３４、７３４、８
３４あるいはＰ－ＧＷ２３６、５４６、６３６、７３６、および／または８３６の一例で
あり得る。ノード１１０２は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９
Ａ、図９Ｂ、および／または図１０に関して説明したように、ＵＥにサービスするための
１つまたは複数の異なるセルに提供されるセルパラメータおよび構成決定に関する動作に
ついての特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され得る。ノ
ード１１０２は、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、および
／または図１０を参照しながら説明したｅＮＢまたはデバイス１０５、２０５、３０５、
５０５、６０５、７０５、８０５、９０５、９５５および／または１００５のうちの１つ
または複数と通信するように構成され得る。
【００９４】
　[0107]ノード１１０２は、プロセッサモジュール１１１０と、メモリモジュール１１２
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０と、通信管理モジュール１１３０と、セル構成モジュール１１４０と、ネットワーク通
信モジュール１１７０とを含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス
１１３５を介して、直接的または間接的に互いに通信していることがある。
【００９５】
　[0108]メモリモジュール１１２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。メモリ
モジュール１１２０は、実行されると、プロセッサモジュール１１１０に、１つまたは複
数の異なるセルによってＵＥに提供されるセル構成に関する本明細書で説明する様々な機
能を実行させるように構成された命令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可
能ソフトウェア（ＳＷ）コード１１２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１
１２５は、プロセッサモジュール１１１０によって直接的に実行可能でないことがあるが
、ＵＥに（たとえば、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明するいくつかのノー
ド１１０２機能を実行させるように構成され得る。
【００９６】
　[0109]プロセッサモジュール１１１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル１１１０は、ネットワーク通信モジュール１１７０を通じて受信された情報ならびに／
あるいはｅＮＢ１１０５、ＭＭＥ１１３２、Ｓ－ＧＷ１１３４、および／またはＰ－ＧＷ
１１３６などの他のネットワーク要素への情報を処理し得る。プロセッサモジュール１１
１０は、単独でまたはセル構成モジュール１１４０とともに、図１、図２、図３、図４、
図５、図６、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、および／または図１０を参照しながら説明し
たセルパラメータ決定および／またはセル構成決定に関する動作の様々な態様に対処し得
る。
【００９７】
　[0110]通信管理モジュール１１３０は、ｅＮＢ１１０５、ＭＭＥ１１３２、Ｓ－ＧＷ１
１３４、および／またはＰ－ＧＷ１１３６などの他のネットワーク要素との通信を管理し
得る。通信管理モジュール１１３０は、１つまたは複数のバス１１３５を介して、ノード
１１０２の他の構成要素の一部または全部と通信していることがある。代替的に、通信管
理モジュール１１３０の機能は、ネットワーク通信モジュール１１７０の構成要素として
、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール１１１０の
１つまたは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【００９８】
　[0111]セル構成モジュール１１４０は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、
図８、図９Ａ、図９Ｂ、および／または図１０で説明したセルパラメータ決定およびセル
構成決定機能または態様の一部または全部を実行および／または制御するように構成され
得る。たとえば、セル構成モジュール１１４０は、セルパラメータ情報を受信し、セルパ
ラメータ情報に基づいてセル構成情報を生成するように構成され得る。セル構成モジュー
ル１１４０は、図９Ａおよび／または図９Ｂを参照しながら説明した同様のモジュール（
たとえば、モジュール９２０および／またはモジュール９２０－ａ）の一例であり得る。
セル構成モジュール１１４０またはそれの部分は、プロセッサを含み得、ならびに／ある
いはセル構成モジュール１１４０の機能の一部または全部は、プロセッサモジュール１１
１０によっておよび／またはプロセッサモジュール１１１０に関連して実行され得る。
【００９９】
　[0112]図１２は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法１２００の一例を概念的
に示すフローチャートである。明快のために、方法１２００について、図１のコアネット
ワーク１３０および／または図２のＥＰＣ２３０におけるノードなど、ネットワークノー
ドのうちの１つを参照しながら以下で説明する。そのようなノードは、たとえば、図２、
図５、図６、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、および／または図１１を参照しながら説明し
たデバイス２３２、２３４、２３６、５３２、５３４、５３６、６３２、６３４、６３６
、７３２、７３４、７３６、８３２、８３４、８３６、９２０、９２０－ａ、および／ま
たは１１０２のうちの１つまたは複数を含み得る。一例では、ネットワークノードまたは



(37) JP 6505696 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

デバイスは、以下で説明する機能を実行するために、アクセスノードまたはデバイスの機
能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１００】
　[0113]ブロック１２０５において、第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメ
ータが識別される。ブロック１２０５における動作は、場合によっては、図９Ａを参照し
ながら説明した他の構成要素とともにセル構成決定モジュール９２０を使用して、図９Ｂ
を参照しながら説明した他の構成要素とともに第１のセルパラメータ識別モジュール９６
５を使用して、および／または図１１を参照しながら説明した他の構成要素とともにセル
構成モジュール１１４０を使用して実行され得る。
【０１０１】
　[0114]ブロック１２１０において、第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメ
ータが識別される。ブロック１２１０における動作は、場合によっては、図９Ａを参照し
ながら説明した他の構成要素とともにセル構成決定モジュール９２０を使用して、図９Ｂ
を参照しながら説明した他の構成要素とともに第２のセルパラメータ識別モジュール９７
５を使用して、および／または図１１を参照しながら説明した他の構成要素とともにセル
構成モジュール１１４０を使用して実行され得る。
【０１０２】
　[0115]ブロック１２１５において、ＵＥにサービスするための第１のセルおよび第２の
セルのうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成は、第１のセットのパラメータ
および第２のセットのパラメータのうちの少なくとも１つに基づいて提供される。ブロッ
ク１２１５における動作は、場合によっては、図９Ａおよび／または図９Ｂを参照しなが
ら説明した他の構成要素とともにセル構成決定モジュール９２０および／または９２０－
ａを使用して、ならびに／あるいは図１１を参照しながら説明した他の構成要素とともに
セル構成モジュール１１４０を使用して実行され得る。
【０１０３】
　[0116]したがって、方法１２００は、異なるセルに関連付けられたセルパラメータが、
たとえば、異なるセルにおいて１つまたは複数のＵＥにサービスするための異なるセル構
成を可能にするために提供され得る、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１２００は一実
装形態にすぎず、方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成される
かまたは別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１０４】
　[0117]図１３は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の方法１３００の一例を概念的
に示すフローチャートである。明快のために、方法１３００について、図１、図２、図３
、図５、図６、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、および／または図１０を参照しながら説明
したアクセスノードまたはデバイス１０５、２０５、３０５、５０５、６０５、７０５、
８０５、９０５、９５５、および／または１００５のうちの１つを参照しながら以下で説
明する。一例では、アクセスノードまたはデバイスは、以下で説明する機能を実行するた
めに、アクセスノードまたはデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つまたは複
数のセットを実行し得る。いくつかの例では、ＯＡＭ機能は、方法１３００の動作を実行
するようにアクセスノードまたはデバイスを構成し得る。
【０１０５】
　[0118]ブロック１３０５において、アクセスノードの第１のセルと第２のセルとを使用
してＵＥにサービスするための１つまたは複数のセル構成が決定され、１つまたは複数の
セル構成は、第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータと第２のセルに関連
付けられた第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づき得る。ブロック１３
０５における動作は、場合によっては、図９Ａを参照しながら説明した他の構成要素とと
もにセル構成決定モジュール９２０を使用して、図９Ｂを参照しながら説明した他の構成
要素とともにセル構成決定モジュール９２０－ａを使用して、および／または図１０を参
照しながら説明した他の構成要素とともにセル構成モジュール１０９０を使用して実行さ
れ得る。
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【０１０６】
　[0119]ブロック１３１０において、ＵＥは、決定された１つまたは複数のセル構成に少
なくとも部分的に基づいてサービスされる。ブロック１３１０における動作は、場合によ
っては、図９Ａを参照しながら説明した他の構成要素とともに受信機モジュール９１０お
よび送信機モジュール９３０を使用して、図９Ｂを参照しながら説明した他の構成要素と
ともに受信機モジュール９１２および送信機モジュール９３２を使用して、ならびに／ま
たは図１０を参照しながら説明した他の構成要素とともにトランシーバモジュール１０５
５およびアンテナ１０６０を使用して実行され得る。
【０１０７】
　[0120]したがって、方法１３００は、異なるセルのためのセル構成が、たとえば、異な
るセルを使用して異なるトラフィックストリームまたはトラフィックストリームの部分の
サービングを可能にするために、１つまたは複数のＵＥにサービスするためのセルパラメ
ータに基づいて提供され得る、ワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００は一実装形態
にすぎず、方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成されるかまた
は別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１０８】
　[0121]添付の図面に関して上記に記載した発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを
表すものではない。本明細書全体にわたって使用する「例示的」という用語は、「例、事
例、または例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも
有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明した技法の理解を与
えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細
なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にすることを回避
するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で示されている。
【０１０９】
　[0122]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１０】
　[0123]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア
構成要素、または本明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成としても実装され得る。プロセッサは、場合によっては、メモリと電子通信して
いてもよく、メモリは、プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。
【０１１１】
　[0124]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介
して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の範囲
および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プ
ロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちの
いずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装
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する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散
されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含め
て、本明細書で使用する場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使用
される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が
ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよび
ＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１１２】
　[0125]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はいずれも、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディ
スクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または
、命令もしくはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送もし
くは記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用
プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、任
意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤
外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ
、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）
は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）と、レーザーディスク（登録商標）（disc）と
、光ディスク（disc）と、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）と、フロッピー（
登録商標）ディスク（disk）と、ブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）とを含み、デ
ィスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、一方、ディスク（disc）は、データ
をレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれ
る。
【０１１３】
　[0126]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にする
ために与えられる。本開示に対する様々な修正が当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例また
は一事例を示すものであり、言及した例についてのいかなる選好も暗示または要求しない
。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるべきではなく、
本明細書で開示する原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービス
を構成するための方法であって、
　第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別することと、
　第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータを識別することと、
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータのうちの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥにサービスするための前記第１のセルおよび前記第２のセル
のうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提供することとを備える方法。
［Ｃ２］
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータの各々が、以下の
セル特性、すなわち、
　セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、
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　セルに関連付けられた認可無線周波数スペクトル帯域もしくは無認可無線周波数スペク
トル帯域、
　セルに関連付けられた無線アクセス技術、または
　セルの動作周波数帯域のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のセル構成が、前記第１のセルおよび前記第２のセルのうちのどち
らが前記ＵＥにサービスすることを許可されるかを識別する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を識別する、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）、または
　前記ＵＥに関連付けられたサブスクリプション情報に少なくとも部分的に基づいて識別
される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のセル構成を提供することが、前記１つまたは複数のセル構成をア
クセスノードに送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記送信することが、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に行われる、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のセル構成が、制御プレーンシグナリングを介して前記アクセスノ
ードに提供される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、



(41) JP 6505696 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための方法
であって、
　前記アクセスノードの第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサー
ビスするための１つまたは複数のセル構成を決定することと、ここにおいて、前記１つま
たは複数のセル構成は、前記第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータと前
記第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく
、
　前記決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにサ
ービスすることとを備える方法。
［Ｃ１１］
　前記ＵＥにサービスすることが、
　前記第１のセルにわたってトラフィックストリームの第１の部分をサービスすることと
、
　前記第２のセルにわたって前記トラフィックストリームの第２の部分をサービスするこ
ととを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＵＥにサービスすることが、
　前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定することと、
　前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定することとを備える
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決
定することが、
　前記第１のセルおよび前記第２のセルの各々との接続を確立するよう前記ＵＥに命令す
ること、または
　前記第１のセルまたは前記第２のセルへのアクセスが利用可能であるかどうかを決定す
るよう前記ＵＥに命令することのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
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ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数のセル構成を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記１つ
または複数のセル構成が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に第１のネットワークノードから受信される
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のセル構成を受信することが、前記ＵＥにサービスするための前記
１つまたは複数のセル構成を第２のネットワークノードから受信することを備える、Ｃ１
５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービス
を構成するための装置であって、
　第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別するための手段と、
　第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータを識別するための手段と、
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータのうちの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥにサービスするための前記第１のセルおよび前記第２のセル
のうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提供するための手段とを備える装
置。
［Ｃ１９］
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータの各々が、以下の
セル特性、すなわち、
　セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、
　セルに関連付けられた認可無線周波数スペクトル帯域もしくは無認可無線周波数スペク
トル帯域、
　セルに関連付けられた無線アクセス技術、または
　セルの動作周波数帯域のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のセル構成が、前記第１のセルおよび前記第２のセルのうちのどち
らが前記ＵＥにサービスすることを許可されるかを識別する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
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　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を識別する、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）、または
　前記ＵＥに関連付けられたサブスクリプション情報に少なくとも部分的に基づいて識別
される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のセル構成を提供するための前記手段が、前記１つまたは複数のセ
ル構成をアクセスノードに送信する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記送信が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に行われる、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のセル構成が、制御プレーンシグナリングを介して前記アクセスノ
ードに提供される、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための装置
であって、
　前記アクセスノードの第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサー
ビスするための１つまたは複数のセル構成を決定するための手段と、ここにおいて、前記
１つまたは複数のセル構成は、前記第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメー
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タと前記第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に
基づく、
　前記決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにサ
ービスするための手段とを備える装置。
［Ｃ２８］
　前記ＵＥにサービスするための手段が、前記第１のセルにわたってトラフィックストリ
ームの第１の部分をサービスし、前記第２のセルにわたって前記トラフィックストリーム
の第２の部分をサービスする、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記ＵＥにサービスするための手段が、前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービス
するかどうかを決定し、前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決
定する、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記１つまたは複数のセル構成を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前
記１つまたは複数のセル構成が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に第１のネットワークノードから受信される
、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記１つまたは複数のセル構成を受信するための前記手段が、前記ＵＥにサービスする
ための前記１つまたは複数のセル構成を第２のネットワークノードから受信する、Ｃ３１
に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
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　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービス
を構成するための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記装置に
　第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別させ、
　第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータを識別させ、
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータのうちの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥにサービスするための前記第１のセルおよび前記第２のセル
のうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提供させるように前記プロセッサ
によって実行可能である、装置。
［Ｃ３５］
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータの各々が、以下の
セル特性、すなわち、
　セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、
　セルに関連付けられた認可無線周波数スペクトル帯域もしくは無認可無線周波数スペク
トル帯域、
　セルに関連付けられた無線アクセス技術、または
　セルの動作周波数帯域のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記１つまたは複数のセル構成が、前記第１のセルおよび前記第２のセルのうちのどち
らが前記ＵＥにサービスすることを許可されるかを識別する、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を識別する、Ｃ３６に記載の装置。
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［Ｃ３８］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）、または
　前記ＵＥに関連付けられたサブスクリプション情報に少なくとも部分的に基づいて識別
される、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記命令が、前記装置に前記１つまたは複数のセル構成をアクセスノードに送信させる
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記送信が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に行われる、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記１つまたは複数のセル構成が、制御プレーンシグナリングを介して前記アクセスノ
ードに提供される、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４３］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のための装置
であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記装置に
　前記アクセスノードの第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサー
ビスするための１つまたは複数のセル構成を決定させ、ここにおいて、前記１つまたは複
数のセル構成は、前記第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータと前記第２
のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにサ
ービスさせるように前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ４４］
　前記命令が、前記装置に前記第１のセルにわたってトラフィックストリームの第１の部
分をサービスさせ、前記第２のセルにわたって前記トラフィックストリームの第２の部分
をサービスさせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ４３に記載の
装置。
［Ｃ４５］
　前記命令が、前記装置に前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを
決定させ、前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定させるよう
に前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
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セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記命令が、前記装置に前記１つまたは複数のセル構成を受信させるように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能であり、ここにおいて、前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に第１のネットワークノードから受信される
、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記命令が、前記装置に前記ＵＥにサービスするための前記１つまたは複数のセル構成
を第２のネットワークノードから受信させるように前記プロセッサによってさらに実行可
能である、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ５０］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレスサービス
を構成するためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記コードが、
　第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータを識別し、
　第２のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータを識別し、
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータのうちの少なくと
も１つに基づいて、前記ＵＥにサービスするための前記第１のセルおよび前記第２のセル
のうちの少なくとも１つの１つまたは複数のセル構成を提供するようにプロセッサによっ
て実行可能である、コンピュータ可読媒体。
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［Ｃ５１］
　前記第１のセットのパラメータおよび前記第２のセットのパラメータの各々が、以下の
セル特性、すなわち、
　セルの１次セル指定もしくは２次セル指定、
　セルに関連付けられた認可無線周波数スペクトル帯域もしくは無認可無線周波数スペク
トル帯域、
　セルに関連付けられた無線アクセス技術、または
　セルの動作周波数帯域のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ５０に記載のコンピュータ
可読媒体。
［Ｃ５２］
　前記１つまたは複数のセル構成が、前記第１のセルおよび前記第２のセルのうちのどち
らが前記ＵＥにサービスすることを許可されるかを識別する、Ｃ５０に記載のコンピュー
タ可読媒体。
［Ｃ５３］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
ービス品質（ＱｏＳ）要件、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を識別する、Ｃ５２に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５４］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　ポリシーおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）、または
　前記ＵＥに関連付けられたサブスクリプション情報に少なくとも部分的に基づいて識別
される、Ｃ５０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５５］
　前記コードが、前記１つまたは複数のセル構成をアクセスノードに送信するように前記
プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５６］
　前記送信が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に行われる、Ｃ５５に記載のコンピュータ可
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読媒体。
［Ｃ５７］
　前記１つまたは複数のセル構成が、制御プレーンシグナリングを介して前記アクセスノ
ードに提供される、Ｃ５５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５８］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ５０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるアクセスノードでのワイヤレス通信のためのコン
ピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記コード
が、
　前記アクセスノードの第１のセルと第２のセルとを使用してユーザ機器（ＵＥ）にサー
ビスするための１つまたは複数のセル構成を決定させ、ここにおいて、前記１つまたは複
数のセル構成は、前記第１のセルに関連付けられた第１のセットのパラメータと前記第２
のセルに関連付けられた第２のセットのパラメータとに少なくとも部分的に基づく、
　前記決定された１つまたは複数のセル構成に少なくとも部分的に基づいて前記ＵＥにサ
ービスさせるようにプロセッサによって実行可能である、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６０］
　前記コードが、前記第１のセルにわたってトラフィックストリームの第１の部分をサー
ビスし、前記第２のセルにわたって前記トラフィックストリームの第２の部分をサービス
するように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ５９に記載のコンピュータ
可読媒体。
［Ｃ６１］
　前記コードが、前記第１のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定し、
前記第２のセルにわたって前記ＵＥにサービスするかどうかを決定するように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能である、Ｃ５９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６２］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記第１のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合および前記第２の
セルにわたってサービスされるべきトラフィック量の割合、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきトラフィック量の
最大量、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最大ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき最小ビットレート
、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべきアプリケーション
タイプ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
ベアラ、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルにわたってサービスされるべき１つまたは複数の
サービスデータフロー、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルに関連付けられた１つまたは複数の優先度付けル
ール、
　前記第１のセルまたは前記第２のセルによってサービスされるべきトラフィック量のサ
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　前記第１のセルまたは前記第２のセルが利用可能なエアインターフェースリソースの量
のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ５９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６３］
　前記コードが、前記１つまたは複数のセル構成を受信するように前記プロセッサによっ
てさらに実行可能であり、ここにおいて、前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の接続確立手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のデフォルトベアラ有効化手順、
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間の専用ベアラ有効化手順、または
　前記アクセスノードと前記ＵＥとの間のパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキ
スト有効化手順のうちの１つまたは複数の間に第１のネットワークノードから受信される
、Ｃ５９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６４］
　前記コードが、前記ＵＥにサービスするための前記１つまたは複数のセル構成を第２の
ネットワークノードから受信するように前記プロセッサによってさらに実行可能である、
Ｃ６３に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］
　前記１つまたは複数のセル構成が、
　前記ＵＥに、
　前記ＵＥのベアラに、
　サービスデータフロー（ＳＤＦ）に、
　ＵＥのクラスに、あるいは
　前記第１のセルまたは前記第２のセルのうちの１つまたは複数を使用してサービスされ
るべきすべてのＵＥに提供される、Ｃ５９に記載のコンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】



(51) JP 6505696 B2 2019.4.24

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(52) JP 6505696 B2 2019.4.24

【図７】 【図８】
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